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跳んで跳んで
　　　記録に挑戦

跳んで跳んで
　　　記録に挑戦
～第15回北秋田市ながなわとび大会～

　合川地区スポーツ推進委員会（工藤清一委員長）が

主催する、第15回北秋田市ながなわとび大会が11月16

日、合川体育館で開かれ、小学生から大人までの14チー

ムが記録に挑戦しました。３回の試技の内、跳んだ回

数の多い２回の合計で順位を競い、計222回を跳んだ

合川中学校女子チーム（写真）が優勝しました。

月



今
年
の
１
年
を
振
り
返
る

１
日　
第
31
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン

２
日　
大
太
鼓
叩
き
初
め 

４
日　
森
吉
地
区
で
市
消
防
出
初
式

７
日　
北
秋
田
地
区
交
通
指
導
隊
・
防
犯
指

導
隊
観
閲
式

12
日　
北
秋
田
市
新
春
交
流
会

15 

日　
大
韓
ス
キ
ー
協
会
が
森
吉
山
阿
仁
ス

キ
ー
場
を
視
察 

／
雪
中
田
植
え

22
日　
文
化
財
防
火
デ
ー
想
定
訓
練

28
日　
第
５
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会

30
日　
大
雪
で
災
害
対
策
本
部
を
設
置

31
日　
田
中
一
也
教
諭
が
文
部
科
学
大
臣
優

秀
教
員
表
彰
受
賞
を
報
告

１
日　
雪
中
稲
刈
り
／
厄
払
い
祈
願

３
日　
各
保
育
園
な
ど
で
節
分
行
事

４
日　
遊
び
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
白
い
風
と
遊

ぼ
う
」

5
日　
国
際
教
養
大
学
・
民
俗
芸
能
調
査
研

究
報
告
会

11
日　
第
18
回
も
ち
っ
こ
市
（
〜
12
日
）

13
日　
教
育
講
演
会
in
北
秋
田

14
日　
市
内
３
校
の
中
学
生
が
全
国
中
学
校

ス
キ
ー
大
会
で
の
活
躍
を
報
告

18
日　
ち
び
っ
こ
雪
ま
つ
り
in
北
欧
の
杜

25
日　
合
川
の
お
雛
ま
つ
り
（
〜
26
日
）

26
日 　
第
32
回
県
民
歩
く
ス
キ
ー
の
つ
ど
い

／
森
吉
山
麓
観
光
振
興
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

28
日　
第
６
回
山
の
芋
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

　
1
日　
秋
田
北
鷹
高
校
卒
業
式

２
日　
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
（
〜
15
日
）

３
日　
読
書
感
想
文
・
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
式

８
日　
秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
の
「
秋
田
内

陸
鉄
道
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
提
言

10
日　
市
内
小
中
学
校
卒
業
式
（
〜
18
日
）

17
日　
合
川
西
小
学
校
閉
校
式

18
日　
合
川
南
小
学
校
閉
校
式

20
日　
森
吉
山
ダ
ム
竣
工
式
／
小
阿
仁
川
流

域
で
春
彼
岸
の
伝
統
行
事
「
万
灯
火
」

24
日　
秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
公
開
講
座

「
胡
桃
館
遺
跡
と
地
域
活
性
化
」

５
日　
合
川
小
学
校
開
校
式

６
日　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
〜
15
日
）

６
日　
市
内
小
中
学
校
入
学
式
（
〜
９
日
）

17
日　
中
嶋
幸
雄
さ
ん
（
笑
内
）
が
消
防
功

労
で
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

17
日　
北
秋
田
市
と
富
山
県
小
矢
部
市
と
の

災
害
時
相
互
援
助
協
定
締
結
式

21
日　
第
1
回
「
B
M
ー
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

／
第
50
回
記
念
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン
／
伊
勢

堂
岱
遺
跡
登
録
推
進
サ
ケ
放
流
事
業

28
日　
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
春
営
業
（
〜

5
月
6
日
）
／
マ
タ
ギ
の
里
熊
牧
場
オ
ー

プ
ン

29
日　
畠
山
洋
子
さ
ん
（
七
日
市
）
へ
き
地

保
健
衛
生
功
労
で
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

『広報きたあきた』で今年の１年を振り返る（その１）

▲新春を飾る恒例の消防出初式（1/4）▲雪を楽しんだ「県民歩くスキーのつどい」（2/26）

▲合川南小学校で最後の卒業式（3/18）▲第50回の節目を迎えた河田杯マラソン（4/21）

　
例
年
以
上
の
積
雪
で
幕
を
開
け
た
今
年
も
師
走
と
な
り
、
残
す
と
こ
ろ
あ
と
１
カ
月
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
は
豪
雪
に
よ
り
１
月
30
日
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。
建
物
の
全
壊
や
一
部
破
損
、
農
業
用

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
な
ど
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
31
日
か
ら
４
月
１
日
に
か
け

て
、
融
雪
に
よ
り
小
阿
仁
川
水
系
の
水
位
が
上
昇
し
１
７
６
世
帯
に
避
難
勧
告
を
発
令
し
た
ほ
か
、
暴

風
と
大
雨
に
よ
り
大
き
な
被
害
が
発
生
す
る
な
ど
、
改
め
て
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
４
月
に
開
催
さ
れ
た
「
B
M
ー
1
（
バ
タ
ー
餅
）
グ
ラ
ン
プ
リ
」
や
テ
レ
ビ
放
映
等
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
バ
タ
ー
餅
が
爆
発
的
な
人
気
と
な
り
ま
し
た
。
バ
タ
ー
餅
を
市
の
特
産
品
と
し

て
育
て
、
北
秋
田
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
そ
う
と
、
７
月
に
は
、
日
本
バ
タ
ー
餅
協
会
を
設
立
し
、

北
秋
田
市
「
バ
タ
ー
餅
の
里
」
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
他
の
地
域
で
製
造
さ
れ
た
類
似

商
品
と
の
差
別
化
と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
構
築
す
る
た
め
、「
北
あ
き
た
バ
タ
ー
餅
」
を
商
標
登
録
。
ゆ

る
キ
ャ
ラ
「
バ
タ
も
っ
ち
」
や
「
バ
タ
ー
も
ち
の
う
た
」
も
完
成
し
、
更
な
る
売
り
込
み
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　
一
年
間
の
様
々
な
出
来
事
に
つ
い
て
、
広
報
掲
載
の
記
事
を
中
心
に
振
り
返
り
ま
す
。

　

1
月
30
日
、
早
朝
に
市
内
で
大
量
の
降
雪
が
あ
り
災
害

対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。
鷹
巣
の
観
測
地
点
で
は
、

最
深
積
雪
が
１
３
１
セ
ン
チ
と
観
測
史
上
最
高
に
達
し
、

秋
田
内
陸
線
の
運
休
、
市
内
の
幹
線
道
で
立
ち
往
生
す
る

車
が
で
る
な
ど
の
交
通
障
害
も
発
生
。
市
民
の
安
全
・
安

心
を
確
保
す
る
た
め
、
緊
急
に
50
世
帯
の
間
口
除
雪
を
行

い
ま
し
た
。

　
3
月
20
日
、
森
吉
山
ダ
ム
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

約
40
年
の
歳
月
を
経
て
完
成
し
た
ダ
ム
は
、
治
水
や
安
定

し
た
水
供
給
の
確
保
、
水
力
発
電
は
も
と
よ
り
、
観
光
や

地
域
振
興
へ
も
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
３
月
、
中
心
市
街
地
に
賑
わ
い
を
呼
び
戻
す
た
め
「
中

心
市
街
地
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
平
成
28
年
を
目
標
年
度
と
し
て
、
商
店
会
が

や
れ
る
こ
と
、
市
が
や
れ
る
こ
と
、
市
民
と
一
緒
に
な
っ

て
や
っ
て
い
く
べ
き
こ
と
を
協
議
し
、
中
心
市
街
地
の
将

来
像
を
描
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
3
月
31
日
、
市
の
学
校
再
編
に
伴
い
合
川
南
小
学
校
と

合
川
西
小
学
校
が
閉
校
し
、
4
月
1
日
、
合
川
小
学
校
と

し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
７
月
２
日
〜
３
日
、
市
が
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て

参
加
し
て
い
る
東
京
都
板
橋
区
の
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
大
山

商
店
街
「
と
れ
た
て
村
」
で
「
北
秋
田
市
特
産
品
夏
の
新

作
フ
ェ
ア
」
が
開
か
れ
、
大
勢
の
買
い
物
客
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　
7
月
30
日
〜
8
月
１
日
、
旧
秋
田
県
立
営
農
大
学
校
留

学
30
周
年
記
念
訪
問
団
が
来
市
し
、
親
交
を
温
め
る
と
と

も
に
、
友
情
を
次
世
代
に
も
引
き
継
ぐ
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　
8
月
7
日
〜
10
日
、
津
谷
市
長
が
台
湾
を
訪
問
し
、
台

湾
と
大
館
能
代
空
港
と
の
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運
航
と

台
湾
か
ら
の
観
光
誘
客
を
目
的
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行

い
ま
し
た
。　
　

　
8
月
20
日
、
平
成
26
年
度
に
秋
田
県
内
で
開
催
さ
れ
る

第
29
回
国
民
文
化
祭
の
北
秋
田
市
実
行
委
員
会
設
立
総
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
北
秋
田
市
で
は
、
内
陸
線
ア
ー
ト
、

チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
現
代
詩
フ
ェ
ス

テ
バ
ル
（
い
ず
れ
も
仮
称
）
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
8
月
21
日
〜
24
日
、
市
内
４
カ
所
で
移
動
行
政
懇
話
会

を
開
催
し
、
町
づ
く
り
や
行
政
課
題
な
ど
に
つ
い
て
市
民

と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

10
月
20
日
〜
21
日
、「
農
・
商
・
工
の
大
集
合
！
笑
顔 

発

信 

北
秋
田
」
を
テ
ー
マ
に
北
秋
田
市
産
業
祭
が
鷹
巣
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
農
・
商
・
工
全
般
に
わ
た
る
展
示
品
の

観
覧
や
特
産
品
を
求
め
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

▲「バター餅の里」を宣言

▲「バターもちのうた」を作った
本城奈々さんと「バタもっち」 ▲BMー1グランプリ
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２
日　
米
内
沢
診
療
所
開
所
式

３
日　
森
吉
山
山
開
き

12
日　
市
内
小
中
学
校
運
動
会
（
〜
6
月
３
日
）

15
日　
北
秋
田
市
議
会
第
1
回
臨
時
会

16
日　
市
営
鷹
巣
牧
場
入
牧
式

19
日　
秋
田
内
陸
線「
の
り
も
の
ま
つ
り
」（〜
20
日
）

20
日　
第
37
回
誕
生
の
森
記
念
植
樹

25
日　
合
川
小
学
校
慰
霊
祭
／
「
県
民
防
災

の
日
」
防
災
訓
練

26
日　
「
内
陸
線
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
の
田
植
（
〜

27
日
）
／
フ
ロ
ー
ラ
ル
フ
ェ
ス
タ
（
〜
27
日
）

30
日　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
に
小
猿
部
地

区
が
参
加

１
日　
奥
森
吉 

太
平
湖
・
湖
水
開
き
／
竜
ヶ

森
山
開
き
／
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
ゴ
ン

ド
ラ
夏
期
運
行
開
始

２
日　
森
吉
山
阿
仁
側
コ
ー
ス
山
開
き
／
合

川
駅
春
ま
つ
り

３
日　
第
28
回
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま

つ
り
／
第
26
回
東
京
圏
あ
に
会

７
日　
市
営
高
津
森
牧
場
入
牧
式

９
日　
米
代
川
・
阿
仁
川
災
害
復
旧
助
成
事

業
竣
工
式

10
日　
根
子
番
楽
ま
つ
り

14
日　
北
秋
田
市
バ
タ
ー
餅
製
造
に
係
る
衛

生
管
理
講
習
会

19
日　
北
秋
田
市
議
会
6
月
定
例
会
（
〜
28
日
）

23
日　
七
日
市
保
育
園
創
立
50
周
年
記
念
式
典

２
日　
「
と
れ
た
て
村
」
北
秋
田
市
フ
ェ
ア
（
〜
3
日
）

７
日　
第
21
回
米
代
川
花
火
大
会

11
日　
故
春
日
靁
護
（
五
味
堀
）
氏
が
自

治
功
労
で
旭
日
単
光
章
を
受
章

14
日　
ス
ー
パ
ー
軽
ト
ラ
市
／
綴
子
神
社

例
大
祭
（
〜
15
日
）
／
第
５
回
東
北
チ
ェ

ン
ソ
ー
ア
ー
ト
競
技
大
会
（
〜
15
日
）

15
日　
合
川
あ
じ
さ
い
ま
つ
り

23
日　
日
本
バ
タ
ー
餅
協
会
設
立
総
会

27
日　
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流

事
業
（
〜
31
日
）

30
日　
旧
県
立
営
農
大
学
校
留
学
生
同
窓

会
記
念
訪
問
団
が
来
市
（
〜
8
月
1
日
）

７
日　
市
長
が
台
湾
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

（
〜
10
日
）
／
第
26
回
森
吉
山
麓
た
な
ば
た

火
ま
つ
り

11
日　
北
秋
田
鷹
巣
祇
園
太
鼓
1
0
0
人
打
ち

と
鷹
巣
盆
唄
太
鼓

14
日　
第
41
回
合
川
ま
と
火
／
第
32
回
合

川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

15
日　
北
秋
田
市
成
人
式

16
日　
第
50
回
阿
仁
の
花
火
大
会
と
灯
籠
流
し

21
日　
移
動
行
政
懇
話
会
（
〜
24
日
）

29
日　
成
田
萌
さ
ん
（
綴
子
小
6
年
）
が
全

国
陸
上
競
技
交
流
大
会
2
位
入
賞
を
報
告

31
日　
秋
田
声
楽
研
究
会
カ
ン
ト
・
ア
ム

ゼ
ル
が
全
日
本
お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

全
国
大
会
最
高
賞
受
賞
を
報
告

『広報きたあきた』で今年の１年を振り返る（その２）『広報きたあきた』で今年の１年を振り返る（その２）

２
日　
第
２
回
北
秋
田
市
縄
文
水
泳
競
技
大
会

／
大
館
北
秋
田
支
部
総
合
防
災
訓
練

3
日　
北
あ
き
た
バ
タ
ー
餅
ゆ
る
キ
ャ
ラ
選
考
会

７
日　
北
秋
田
市
敬
老
式
（
〜
16
日
）

8
日　
第
12
回
縄
文
ま
つ
り
／
ス
ー
パ
ー
軽

ト
ラ
市

9
日　
大
館
能
代
空
港
ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ
２
０

１
2
／
第
８
回
北
秋
田
市
発
明
工
夫
展
／
第

10
回
北
秋
田
市
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ
り

10
日　

 

北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
（
〜
20
日
）

21
日　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
〜
30
日
）

23
日　
第
22
回
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン

６
日　
北
秋
田
市
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
2
／
阿
仁
の
ぅ
め
〜
も
ん
祭
り

／
内
陸
沿
線
紅
葉
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
／
ゼ
ロ

ダ
テ
駅
前
美
術
展
（
〜
14
日
）

7
日　
第
７
回
市
民
駅
伝
競
走
大
会
／
フ

ロ
ー
ラ
ル
フ
ェ
ス
タ
（
〜
８
日
）

9
日　
第
36
回
ス
ポ
ー
ツ
と
レ
ク
の
つ
ど
い

11
日　
全
国
地
域
安
全
運
動
出
発
式
（
〜
20
日
）

13
日　
第
１
回
北
秋
田
市
民
病
院
「
病
院
祭
」

14
日　
東
京
・
合
同
ふ
る
さ
と
祭
り

17
日　
マ
タ
ギ
ウ
オ
ー
ク

20
日　
第
6
回
北
秋
田
市
産
業
祭
（
〜
21
日
）

21
日　
第
26
回
も
り
よ
し
合
唱
祭

27
日　
第
7
回
北
秋
田
市
文
化
祭
・
演
示
部

門
（
〜
28
日
）
／
ひ
ま
わ
り
の
家
20
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
（
〜
28
日
）

29
日　
中
田
紫
乃
さ
ん
（
鷹
巣
南
中
３
年
）

が
、
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
優
勝
を
報
告

31
日　
北
秋
田
市
と
東
京
都
港
区
と
の
木

材
活
用
の
協
定
書
調
印
式

３
日　
工
藤
和
久
さ
ん
（
上
杉
）
消
防
功

労
で
瑞
宝
単
光
章
、
佐
藤
昭
二
郎
さ
ん

（
米
内
沢
）
選
挙
関
係
事
務
の
功
績
で
藍

綬
褒
章
を
受
章
／
第
7
回
浜
辺
の
歌
音

楽
祭

４
日　
第
3
回
北
秋
田
市
大
運
動
会

7
日　
八
幡
平
ク
マ
牧
場
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
を
阿
仁
熊
牧
場
に
移
送
（
〜
8
日
）

／
鷹
巣
中
学
校
駅
伝
チ
ー
ム
が
東
北
大

会
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
報
告

10
日　
第
7
回
北
秋
田
市
文
化
祭
・
展
示

部
門
（
〜
12
日
）
／
秋
田
北
鷹
高
校
竣

工
記
念
式
典
／
合
川
駅
秋
ま
つ
り

11
日　
第
33
回
助
け
合
い
婦
人
芸
能
祭

23
日　
第
22
回
北
秋
田
鷹
巣
祇
園
太
鼓
審
査
会

25
日　
第
26
回
東
京
ふ
る
さ
と
森
吉
会

８
日　
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
開
き

     

16
日　

 

北
秋
田
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
（
〜
２
月
２
日
）

21
日　
薬
師
山
ス
キ
ー
場
開
き

※
12
月
は
予
定
さ
れ
て
い
る

行
事
で
す

▲第10回の節目を迎えた、たかのす太鼓まつり（9/9）▲ゼロダテ駅前美術展のフィナーレでの合唱(10/14）

▲北秋田市の商・農・工が集結した産業祭（10/20-21）▲多彩な演目を楽しんだ助け合い婦人芸能祭（11/11）

▲乗客で賑わう「のりものまつり」会場の阿仁合駅（5/19）▲地域に元気を！「ふるさと踊りと餅っこまつり」（6/3）

▲大勢の買い物客で賑わった「スーパー軽トラ市」（7/14）▲祇園太鼓 100 人打ちと鷹巣盆唄太鼓 (8/11）
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　　なまはげめいすいくん

せ
ん
き
ょ

　
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
次
の

条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方
で
す
。

投
票
所
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票

所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
平
成
４
年
12
月
17
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

▼
平
成
24
年
９
月
３
日
以
前
か
ら
北
秋
田

市
に
引
き
続
き
住
ん
で
い
て
、
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

　
な
お
、
北
秋
田
市
に
住
民
票
を
置
い
た

ま
ま
で
修
学
等
の
た
め
北
秋
田
市
を
離
れ

て
住
ん
で
い
る
な
ど
、
住
所
地
に
居
住
実

態
の
な
い
方
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

▼
投
票
日　

　

平
成
24
年
12
月
16
日
（
日
）

▼
投
票
時
間　

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
※

　
投
票
は
、
市
内
62
カ
所
（
8
頁
に
投
票

所
を
掲
載
）
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
今
回
の

選
挙
で
も
投
票
所
の
閉
鎖
時
刻
が
１
時
間

繰
り
上
げ
ら
れ
、
午
後
７
時
ま
で
と
な
り

ま
す
。

※
次
の
投
票
区
で
は
２
時
間
繰
り
上
げ
、

午
後
６
時
ま
で
と
な
り
ま
す

▼
鷹
巣
地
区　
田
子
ヶ
沢
、
岩
谷
、
黒
沢
、

坊
山
、
葛
黒
、
竜
森
、
明
利
又

▼
合
川
地
区　
三
里
、
三
木
田
、
鎌
沢
、

杉
山
田

▼
森
吉
地
区　
浦
田
、桂
瀬
、前
田
、小
又
、

新
屋
布
、
五
味
堀
、
巻
渕

▼
阿
仁
地
区　
全
投
票
所

【
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
】

　
投
票
し
た
い
候
補
者
の
名
前
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

【
衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
】

　
投
票
し
た
い
政
党
名
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

【
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
】

　
投
票
用
紙
に
書
か
れ
て
い
る
裁
判
官
に

つ
い
て
、
罷
免
し
た
い
（
や
め
さ
せ
た
い
）

裁
判
官
に
×
印
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
間
・
場
所

　
期
日
前
投
票
に
つ
い
て
は
、
投
票
区
を

問
わ
ず
、
ど
の
投
票
所
で
も
投
票
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
最
高
裁
裁
判
官
の
国
民
審

査
の
投
票
期
間
は
衆
院
選
の
投
票
期
間
よ

り
短
く
12
月
９
日
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
不
在
者
投
票

　
出
稼
ぎ
等
で
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
い
て
不
在
者
投
票
を
す
る
場
合
は
、

「
期
日
前
（
不
在
者
）
投
票
宣
誓
書
兼
請
求

い
ざ
投
票
　
示
せ
あ
な
た
の
　
未
来
図
を

い
ざ
投
票
　
示
せ
あ
な
た
の
　
未
来
図
を

第
46
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　
第
46
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
、
12
月
４
日
に
公
示
さ
れ
、
12
月
16
日

に
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
国
政
選
挙
は
、
わ
が
国
の
未
来
を
託
す
代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
、

小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
と
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の
２
種
類
の
選
挙

が
行
わ
れ
ま
す
。
候
補
者
や
政
党
の
公
約
を
検
討
し
、
忘
れ
ず
に
投
票
し

ま
し
ょ
う
。ま
た
、同
時
に
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
も
行
わ
れ
ま
す
。

（日）１６１６1212
（日）

投票日は忘れずに
投票しよう！

北秋田市選挙管理委員会
北秋田市明るい選挙推進協議会

◎
お
問
い
合
わ
せ

 

北
秋
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
☎
62-

６
６
１
４

投
票
箱 ○本○郎

小選挙区の投票

候補者名 書いて投票を

投
票
箱 ○△党

比例代表の投票

政党名 書いて投票を

■
投
票
日
・
投
票
時
間

■
投
票
で
き
る
方

■
投
票
の
種
類

■
期
日
前
投
票

■
不
在
者
投
票

■
開
票
は
鷹
巣
体
育
館
で

１６（日）12
　
施
設
建
設
中
の
た
め
、
小

森
投
票
区
が
小
森
集
落
会
館

か
ら
鷹
巣
南
小
学
校
に
投
票

所
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

一
部
投
票
所
の
変
更
に
つ
い
て

▼
市
役
所
本
庁
３
階

　
　
　
　
　
　
第
３
会
議
室

　

12
月
５
日
（
水
）
か
ら

　
　
　
　
　

12
月
15
日
（
土
）
ま
で

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
ま
で

▼
合
川
庁
舎
１
階 

第
１
相
談
室

▼
森
吉
庁
舎
１
階 

第
１
会
議
室

▼
阿
仁
庁
舎
１
階 

第
１
会
議
室

　

12
月
9
日
（
日
）
か
ら

　
　
　
　
　

12
月
15
日
（
土
）
ま
で

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま
で

●
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
等
や
む
を
得

な
い
理
由
で
投
票
日
に
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
は
、「
期
日
前
投
票
」
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
期
日
前
投
票
」
を
す
る
際
は
、
投
票
所

入
場
券
の
裏
面
「
期
日
前
（
不
在
者
）
投

票
宣
誓
書
兼
請
求
書
」
に
、
あ
ら
か
じ
め

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を

記
入
し
、「
投
票
日
当
日
に
投
票
で
き
な

い
理
由
」
の
該
当
番
号
に
○
を
付
し
て
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
投
票
す
る
日
に
満
20
歳
に
達
し

て
い
な
い
方
は
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

確
認
さ
れ
る
場
合
は
選
挙
管
理
委
員
会
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
の
場
所
と
期
間

期
日
前
投
票
の
場
所
と
期
間

書
」
に
記
入
の
う
え
、
選
挙
管
理
委
員
会

に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
投

票
用
紙
の
郵
送
手
続
き
に
日
数
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
請
求
は
早
め
に
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
不
在
者
投
票
の
指
定
を
受
け
た

病
院
・
施
設
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方

は
、そ
の
病
院
・
施
設
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

●
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の
障
害
な

ど
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
身
体
に
重
度

の
障
害
の
あ
る
方
や
、
介
護
保
険
証
に
要

介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
で
あ
る
者
と

し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
方
で
、｢

郵
便
投
票

証
明
書｣

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
開
票
は
、
投
票
日
当
日
の
午
後
８
時
30

分
か
ら
鷹
巣
体
育
館
で
行
い
ま
す
。
駐
車

台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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問

医
療
推
進
課
地
域
医
療
班　
☎
62-

６
６
２
６

　
「
阿
仁
に
来
た
こ
ろ
は
、
病
院
裏
手
の
ス

キ
ー
場
で
県
大
会
も
開
催
す
る
ほ
ど
賑
わ

い
、
回
診
の
合
間
に
子
ど
も
た
ち
の
レ
ー
ス

を
見
て
い
た
よ
。
鉱
山
だ
っ
た
か
ら
、
け
が

を
す
る
人
も
多
か
っ
た
。
人
生
の
殆
ど
を
こ

の
病
院
で
過
ご
し
た
。
こ
の
診
療
所
を
残
さ

な
い
と
ね
」
と
話
す
伴
所
長
。

　
診
療
所
の
医
局
か
ら
見
え
る
山
の
冬
支
度

を
見
な
が
ら
、
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

◆
診
療
や
診
療
所
の
運
営
で
心
掛
け
て
い
る

こ
と
は

　
外
来
患
者
数
は
、
過
疎
化
の
影
響
で
全
盛

時
の
６
割
弱
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
出
来
る

限
り
患
者
さ
ん
の
訴
え
に
耳
を
傾
け
、
誠
意

を
持
っ
て
診
療
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま

す
。
理
想
は
患
者
さ
ん
が
い
な
い
社
会
で
す

が
、
ほ
ど
遠
い
の
が
現
実
。
診
療
所
を
維
持

す
る
に
は
、
や
は
り
利
用
し
て
く
れ
る
患
者

さ
ん
は
あ
り
が
た
い
で
す
。
現
在
は
１
時
間

に
平
均
６
〜
９
名
の
ペ
ー
ス
で
診
療
し
て
い

ま
す
。
多
い
時
は
午
後
ま
で
ず
れ
込
む
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
他
地
区
か
ら
の

患
者
さ
ん
も
増
え
、
こ
こ
数
年
は
延
べ
患
者

数
が
少
し
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
診
療

所
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
医
師
の
意
見
や

意
向
は
、
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
す
が
、
極
力

独
善
に
走
ら
な
い
よ
う
同
じ
職
場
で
働
く
仲

間
の
立
場
や
意
見
を
尊
重
し
、「
職
場
の
和
」

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

◆
心
に
残
る
患
者
さ
ん
は

　
多
く
の
患
者
さ
ん
に
は
ド
ラ
マ
が
あ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
で
最
期
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
に
尊
重
し
て
い
ま
す
。
主
治
医
と
し

て
患
者
さ
ん
を
想
い
寄
り
添
う
こ
と
が
、
信

頼
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
場
面
が

長
年
の
診
療
で
多
く
あ
り
ま
し
た
。
最
後
ま

で
、
中
心
静
脈
栄
養
を
拒
み
「
自
分
の
口
で

食
べ
た
い
」
と
経
口
摂
取
を
希
望
し
た
患
者

さ
ん
、
危
険
な
状
態
で
も
「
最
期
に
孫
の
運

動
会
を
見
た
い
」
と
強
く
願
う
方
を
引
率
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
本
当
に
様
々
な
最
期

の
迎
え
方
が
あ
り
、
数
え
き
れ
な
い
患
者
さ

ん
の
姿
が
こ
う
し
て
話
し
て
い
る
と
浮
か
ん

で
き
ま
す
。

◆
休
日
の
過
ご
し
方
は

　
左
大
腿
骨
骨
頭
の
手
術
を
受
け
る
ま
で

は
、
主
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
し
た
が
、
春
か
ら

秋
ま
で
は
狭
い
畑
で
家
庭
菜
園
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
術
後
の
私
に
は
、
温
泉
が
最

適
で
す
し
、孫
達
に
会
う
の
も
楽
し
み
で
す
。

若
い
時
に
書
い
た
描
画
の
楽
し
さ
が
今
で
も

忘
れ
ら
れ
ず
、
ま
た
描
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
が
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
昭
和
32
年
阿
仁
国
保
病
院
、
医
師
３
名
で

開
院
。
同
42
年
阿
仁
町
立
病
院
名
称
変
更
。

医
師
確
保
難
渋
の
時
代
が
始
ま
る
。
同
51
年

〜
60
年
は
病
院
で
あ
り
な
が
ら
常
勤
医
１
名

の
時
代
が
９
年
続
い
た
。
そ
の
間
、
秋
田
大

学
第
一
内
科
か
ら
週
１
〜
３
回
の
応
援
で
一

日
１
５
０
名
以
上
の
外
来
患
者
、
50
〜
80
名

の
入
院
患
者
に
対
応
し
た
。
午
後
は
往
診
、

週
１
回
〜
月
１
回
の
今
は
な
い
３
診
療
所

（
根
子
な
ど
）
の
巡
回
診
察
と
多
忙
を
極
め

た
。
休
日
の
多
く
を
返
上
し
、
入
院
患
者
の

回
診
に
当
て
た
時
代
。
昭
和
60
年
以
降
、
県

派
遣
の
内
科
常
勤
医
２
名
を
含
め
常
勤
医
３

名
と
な
り
、
ま
た
秋
田
大
学
医
学
部
よ
り
消

化
器
内
科
、
整
形
外
科
の
支
援
を
し
て
い
た

だ
い
た
。
県
派
遣
医
師
１
名
削
減
に
伴
い
、

平
成
21
年
よ
り
診
療
所
と
な
る
。
常
勤
医
２

名
が
維
持
さ
れ
、
秋
田
大
学
医
学
部
よ
り
消

化
器
内
科
、
整
形
外
科
診
療
週
１
回
の
応
援

体
制
は
現
在
も
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
医
師
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は

　
終
戦
前
後
は
限
ら
れ
た
人
し
か
医
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
小
学
３

年
生
の
頃
、
野
口
英
世
の
伝
記
を
読
ん
で
感

動
し
た
こ
と
な
ど
で
医
師
を
目
指
そ
う
と
思

い
ま
し
た
。
医
学
部
入
学
後
は
地
域
保
健
医

療
活
動
に
参
加
し
無
医
村
が
多
い
の
を
知

り
、
医
療
に
恵
ま
れ
な
い
地
域
に
少
し
で
も

役
に
立
て
れ
ば
と
の
思
い
を
強
く
し
ま
し

た
。

◆
阿
仁
地
区
の
地
域
医
療
を
担
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は

　
診
療
所
の
維
持
、
週
１
回
の
消
化
器
、
整

形
外
科
診
療
の
確
保
並
び
に
地
域
医
療
機
関

と
の
連
携
な
ど
で
す
。
一
次
医
療
に
徹
し
必

要
が
有
れ
ば
、
主
と
し
て
市
民
病
院
を
中
心

に
市
内
の
専
門
医
に
紹
介
し
治
療
や
指
導
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
診
療
所
で
あ
っ
て
も

複
数
の
医
師
で
の
診
療
が
望
ま
し
い
と
考
え

実
践
し
て
い
ま
す
。
最
近
頭
を
悩
ま
す
の
は
、

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
で
す
。
特
に
認
知
症

が
あ
り
身
内
も
近
く
に
い
な
い
場
合
が
大
き

な
問
題
で
す
。
何
か
あ
っ
た
場
合
の
対
応
、

薬
の
管
理
な
ど
課
題
は
多
い
で
す
ね
。
き
め

細
や
か
な
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
、在
宅
介
護
、

在
宅
医
療
・
看
護
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

▼
阿
仁
地
区
の
医
療
の
変
遷

▼
阿
仁
地
区
の
医
療
の
変
遷

地
域
医
療
最
前
線

地
域
医
療
最
前
線

地
域
医
療
最
前
線

地
域
医
療
最
前
線

レ
ポ
ー
ト
第
３
弾

レ
ポ
ー
ト
第
３
弾

レ
ポ
ー
ト
第
３
弾

レ
ポ
ー
ト
第
３
弾

阿
仁
の
医
療
を
支
え
て
36
年

阿
仁
の
医
療
を
支
え
て
36
年

阿
仁
の
医
療
を
支
え
て
36
年

阿
仁
の
医
療
を
支
え
て
36
年

北秋田市阿仁診療所

所長　伴　實 先生
ばん まこと

【
伴
先
生
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　
青
森
県
弘
前
市
生
ま
れ
。
昭
和
45
年

弘
前
大
学
医
学
部
卒
業
。
北
秋
中
央
病

院
勤
務
な
ど
を
経
て
同
51
年
６
月
か
ら

阿
仁
町
立
病
院
勤
務
。
以
後
副
院
長
、

院
長
を
歴
任
。
現
北
秋
田
市
阿
仁
診
療

所
所
長
。

鷹巣第１
鷹巣第２
鷹巣第３
南　鷹 巣
摩 当
太 田
掛 泥
綴 子
田子ヶ沢
岩 谷
糠 沢
田 中
坊 沢
緑　ヶ 丘
黒 沢
今 泉
前 山
坊 山
小 森
沢 口
川 口
七　日 市
葛 黒
竜 森
明　利 又
道 城
上 杉
合川駅前
川 井
金 沢
木　戸 石

鷹巣中央保育園
中央公民館
北秋田市保健センター
南鷹巣交流センター
栄生活改善センター
サテライトステーションさかえ
掛泥交流センター
綴子基幹集落センター
田子ヶ沢セリ集荷所
岩谷林業センター
糠沢集落会館
田中総合センター
坊沢公民館
緑ヶ丘担い手センター
黒沢生活改善センター
今泉交流センター
前山森林交流センター
坊山交流センター
鷹巣南小学校（変更になりました）
沢口林業センター
川口自治会館
七日市基幹集落センター
葛黒林業センター
三ノ渡児童館
松沢集落会館
道城児童館
合川東小学校
北秋田市合川庁舎
川井交流センター
合川公民館金沢分館
木戸石児童館

７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 18時
７時～ 18時
７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 18時
７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 18時
７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 18時
７時～ 18時
７時～ 18時
７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 19時

増 沢
李 岱
新　田 目
羽　根 山
根 田
三 里
三　木 田
鎌 沢
杉　山 田
米内沢第１
米内沢第２
本 城
米内沢駅前
長 野
大　野 岱
浦 田
桂 瀬
前 田
小 又
新　屋 布
五　味 堀
巻 渕
三 枚
吉 田
水 無
銀 山
荒 瀬
伏 影
根 子
比　立 内
中 村

７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 18時
７時～ 18時
７時～ 18時
７時～ 18時
７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 19時
７時～ 18時
７時～ 18時
７時～ 18時
７時～ 18時
７時～ 18時
７時～ 18時
７時～ 18時
７時～ 18時
７時～ 18時
７時～ 18時
７時～ 18時
７時～ 18時
７時～ 18時
７時～ 18時
７時～ 18時
７時～ 18時

増沢集会施設
李岱研修施設
新田目児童館
羽根山活性化施設
東根田多目的集会施設
三里担い手センター
三木田多目的集会施設
鎌沢生活改善センター
杉山田集会施設
森吉コミュニティセンター
北秋田市森吉庁舎
本城コミュニティセンター
米内沢駅前自治会館
アグリハウス
大沢会館
浦田交流センター
桂瀬自治会館
前田保育園
前田駅前自治会館
新屋布コミュニティセンター
五味堀コミュニティセンター
根森田コミュニティセンター
上小様集会所（旧三枚分館）
吉田自治会館（旧吉田分館）
阿仁ふるさと文化センター
山村開発センター
荒瀬地区コミュニティセンター
旧阿仁公民館伏影分館
根子児童館
農村環境改善センター
中村地区コミュニティセンター

投　票　所投票区 投　票　所 投票所開閉時間 投票区 投票所開閉時間

第46回衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査　投票所開閉時間第46回衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査　投票所開閉時間

■の色の着いた投票所＝7時～ 18時

【北秋田市役所本庁（３階第３会議室）】
　期間　平成24年12月５日（水）から
　　　　　　　　12月15日（土）まで
　時間　午前８時30分～午後８時まで

【合川庁舎・森吉庁舎・阿仁庁舎】
期間　平成24年12月９日（日）から
　　　　　　　12月15日（土）まで
時間　午前８時30分～午後７時まで

期日前投票所開閉時間
３庁舎は国民
審査と同期間
になっていま
すのでご注意
ください
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八幡平クマ牧場から熊を受け入れ／市長ダイアリー 東北中学校駅伝大会優勝報告／県立北鷹高校竣工記念式典

東
北
中
学
校
駅
伝
大
会
優
勝
報
告

鷹
巣
中
学
校
駅
伝
チ
ー
ム
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

▲11月７日、ツキノワグマの雄の成獣３頭
が阿仁熊牧場に到着

八
幡
平
ク
マ
牧
場
か
ら
熊
を
受
け
入
れ

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
全
6
頭
の
移
送
完
了

▲約1100人が出席し完成を祝った秋田北鷹
高校の竣工記念式典

県
立
秋
田
北
鷹
高
校
竣
工
記
念
式
典

新
校
舎
は
大
き
く
飛
躍
で
き
る
舞
台

◇
10
月
16
日
〜
11
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

10
月
16
日（
火
）▽
第
4
回
医
師
不
足
・
偏
在
改
善
計
画
策
定
部
会
（
秋
田
市
）

18
日（
木
）▽
秋
田
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
全
国
宣
伝
販
売
促
進
会
議

　
　
視
察
対
応
（
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
）

20
日（
土
）▽
第
６
回
北
秋
田
市
産
業
祭
開
会
式
（
鷹
巣
体
育
館
）

22
日（
月
）▽
日
沿
道
期
成
同
盟
会
秋
期
合
同
要
望
活
動
（
秋
田
市
）

23
日（
火
）▽
第
１
６
１
回
東
北
市
長
会
総
会
（
宮
城
県
多
賀
城
市
）

24
日（
水
）▽「
保
育
園
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
委
嘱
状
交
付
（
本
庁
舎
）

　
　
▽
合
川
北
地
区
自
治
会
長
会
と
市
役
所
と
の
懇
談
会
（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
あ
い
か
わ
）

25
日（
木
）▽
北
秋
田
市
・
郡
選
出
秋
田
県
議
会
議
員
と
北
秋
田
市
と
の
意
見
交
換
会

　
　
（
本
庁
舎
）

26
日（
金
）▽
秋
田
県
議
会
教
育
公
安
委
員
会
視
察
対
応
（
伊
勢
堂
岱
遺
跡
）▽
第
52

　
　
回
東
北
地
方
治
水
大
会
（
秋
田
市
）

27
日（
土
）▽
北
秋
田
市
文
化
祭
開
会
式
（
文
化
会
館
）▽
七
日
市
自
治
会
長
連
絡
協

　
　
議
会
「
市
長
と
語
る
会
」（
七
日
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
）

28
日（
日
）▽
下
杉
集
落
「
市
長
と
語
る
会
」（
下
杉
集
落
施
設
）

30
日（
火
）▽
部
長
会
議
（
本
庁
舎
）▽
小
阿
仁
川
水
系
対
策
委
員
会
、
第
51
回
小
阿

　
　
仁
川
筋
ダ
ム
対
策
連
絡
協
議
会
（
上
小
阿
仁
村
）

31
日（
水
）▽
第
15
回
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
in
あ
き
た 

北
秋
田
地
域
交
流
会

　
　
情
報
交
換
会
（
大
館
市
）

11
月
２
日（
金
）▽
鷹
巣
中
央
自
治
会
長
会
「
市
長
と
語
る
会
」（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

５
日（
月
）▽
平
成
24
年
度
県
道
矢
板
糠
沢
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
理
事
会
、
総
会
、

　
　
現
地
視
察
（
ホ
テ
ル
松
鶴
ほ
か
）▽
平
成
24
年
度
第
2
回
秋
田
県
・
市
町
村
協

　
　
働
政
策
会
議
総
会
ほ
か
（
秋
田
市
）

８
日（
木
）▽
北
秋
田
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
答
申
（
本
庁
舎
）▽
綴
子
地
区

　
　
行
政
懇
談
会
（
綴
子
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
）

９
日（
金
）▽
平
成
24
年
度
第
87
回
在
仙
秋
田
県
人
会
総
会
（
仙
台
市
）

10
日（
土
）▽
秋
田
北
鷹
高
校
竣
工
記
念
式
典
、
祝
賀
会
（
同
校
、
中
央
公
民
館
）

12
日（
月
）▽
故
北
林
孝
市
氏
葬
儀
（
上
小
阿
仁
村
）▽
平
成
24
年
度
秋
田
県
市
長
会

　
　
表
彰
盾
授
与
式
（
本
庁
舎
）

13
日（
火
）▽
決
算
特
別
委
員
会
総
括
質
疑
（
本
庁
舎
）▽
記
者
会
見
（
中
央
公
民
館
）

　　　　　　　
12
月
補
正
予
算
市
長
査
定
（
本
庁
舎
）
〜
14
日
ま
で

14
日（
水
）▽
北
秋
田
市
民
病
院
運
営
連
絡
協
議
会
（
同
病
院
）

15
日（
木
）▽
秋
田
県
選
出
国
会
議
員
と
秋
田
県
市
長
会
と
の
懇
談
会
（
東
京
都
）▽

　
　
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
沿
線
市
町
村
建
設
促
進
大
会
（
東
京
都
）

　
東
北
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
で
男
女
と

も
に
優
勝
し
た
鷹
巣
中
学
校
（
伊
東
篤
校
長
、

生
徒
数
3
4
9
人
）
駅
伝
チ
ー
ム
の
選
手
ら

が
11
月
８
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長

に
大
会
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
報
告
に
訪
れ
た
の
は
、
伊
東
校
長
と
田
中

一
也
監
督
、
男
子
６
人
、
女
子
５
人
の
選
手

の
皆
さ
ん
。

　
同
校
の
駅
伝
チ
ー
ム
は
11
月
３
日
、
岩
手

県
花
巻
市
の
日
居
城
野
運
動
公
園
内
コ
ー
ス

で
行
わ
れ
た
第
28
回
男
子
、
第
22
回
女
子
東

北
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
で
、
男
子
は
２
年

ぶ
り
２
度
目
、
女
子
は
20
年
ぶ
り
３
度
目
の

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

 

男
子
チ
ー
ム
の
松
尾
淳
之
介
主
将
（
３

年
）
は
「
女
子
も
男
子
も
つ
な
ぐ
駅
伝
と
い

う
自
分
達
の
モ
ッ
ト
ー
の
も
と
で
、
し
っ
か

り
が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
優
勝
は

自
分
た
ち
の
力
だ
け
で
な
く
、
た
く
さ
ん
の

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
ご
声
援
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
ま
で
戦
い
抜
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
男
子
は
、
次
の
全
国
大
会
へ

向
け
て
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
結
果
を
報
告
す

る
と
と
も
に
全
国
大
会
で
の
健
闘
を
誓
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、女
子
チ
ー
ム
の
三
上
優
香
主
将（
２

年
）は「
県
大
会
で
負
け
た
悔
し
さ
を
も
っ
て
、

全
員
で
東
北
大
会
で
も
自
分
た
ち
の
つ
な
ぐ

駅
伝
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
な
ど
と

報
告
し
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
は
「
市
民
に
大
き
な
感
動
と
喜

び
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
。
皆
さ
ん
の
活
躍

に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

が
ん
ば
り
と
優
勝
を
心
か
ら
褒
め
称
え
た
い

と
思
い
ま
す
。
お
め
で
と
う
。
男
子
は
全
国

大
会
へ
向
け
て
力
一
杯
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
。

駅
伝
の
襷
の
よ
う
に
鷹
中
の
皆
さ
ん
の
伝
統

を
後
輩
に
受
け
継
い
で
も
ら
う
よ
う
に
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　
男
子
が
出
場
す
る
全
国
中
学
校
駅
伝
大
会

は
12
月
15
・
16
日
、
山
口
県
山
口
市
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
八
幡
平
ク
マ
牧
場
に
残
さ
れ
て
い
る
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
を
、
阿
仁
熊
牧
場
に
移
送
す

る
作
業
が
11
月
７
日
と
８
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
八
幡
平
ク
マ
牧
場
は
、
今
年
４
月
に
従

業
員
２
人
が
逃
げ
出
し
た
ク
マ
に
襲
わ
れ

死
亡
す
る
事
件
が
発
生
し
廃
業
。
残
さ
れ

た
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
６
頭
と
ヒ
グ
マ
21
頭
は

県
が
飼
養
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
県
や

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
一
定
の
支
援

を
受
け
、
課
題
が
ク
リ
ア
さ
れ
れ
ば
全
頭

の
受
け
入
れ
も
可
能
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
施
設
の
改
修
等
を
必
要
と

し
な
い
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
全
６
頭
を
受
け
入

れ
る
こ
と
に
し
、
７
日
に
雄
３
頭
を
、
８

日
に
は
雌
３
頭
を
八
幡
平
ク
マ
牧
場
か
ら

移
送
。
阿
仁
熊
牧
場
で
は
、
移
送
し
た
ク

マ
の
体
長
や
体
重
を
測
定
し
健
康
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
た
後
、
個
体
識
別
を
目
的
と

し
た
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
挿
入
や
耳
標
を

装
着
し
受
け
入
れ
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
15
日
に
１
頭
、
16
日
に
１
頭

の
雄
熊
が
急
死
。
環
境
の
変
化
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
現
在
、
死
因
を
詳

し
く
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ヒ
グ
マ
に
つ
い
て
は
、
既
存
施

設
で
の
受
け
入
れ
が
困
難
な
た
め
、
県
と

市
で
改
修
計
画
を
協
議
し
て
い
ま
す
。 

　
県
立
秋
田
北
鷹
高
校
（
佐
藤
英
樹
校
長
、

生
徒
数
７
６
４
人
）
の
竣
工
記
念
式
典
が

11
月
10
日
、
同
校
第
１
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ

れ
、
生
徒
や
保
護
者
、
関
係
者
な
ど
約
１

１
０
０
人
が
出
席
し
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
同
校
の
建
設
工
事
は
、
平
成
20
年
度
に

鷹
巣
農
林
高
校
の
敷
地
内
で
始
ま
り
、
同

22
年
度
に
は
鉄
筋
３
階
建
て
の
校
舎
や
体

育
館
、
総
合
実
習
棟
、
相
撲
場
、
弓
道
場
、

サ
ッ
カ
ー
場
が
完
成
。
同
23
年
４
月
に
新

入
生
と
旧
４
校
の
在
校
生
７
９
２
人
を
迎

え
開
校
し
、
23
年
度
は
旧
鷹
巣
農
林
高
校

の
校
舎
解
体
、
今
年
度
は
10
月
ま
で
に
、

野
球
場
、
陸
上
競
技
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
の
建
設
工
事
と
外

構
工
事
が
終
わ
り
、
総
事
業
費
49
億
円
で

完
成
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
橋
口
昌
道
秋
田
県
副
知
事

の
式
辞
に
続
き
、
中
泉
松
司
秋
田
県
議
会

教
育
公
安
委
員
長
、
津
谷
永
光
北
秋
田
市

長
、
米
田
進
秋
田
県
教
育
長
が
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
津
谷
市
長
は
「
学

校
整
備
が
整
っ
た
こ
と
で
、
学
業
や
部
活

動
に
よ
り
一
層
情
熱
を
傾
け
ら
れ
る
も
の

と
信
じ
て
い
ま
す
」
な
ど
と
祝
辞
。

　
続
い
て
佐
藤
校
長
が
「
母
体
校
の
輝
か

し
い
伝
統
と
良
き
校
訓
を
受
け
継
ぎ
、
ふ

る
さ
と
を
支
え
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
人
材
の
育
成
に
努
め
、
地
域
に
先
進
的

な
情
報
を
発
信
す
る
役
割
を
担
え
る
よ
う

務
め
て
い
き
ま
す
」
な
ど
と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。
生
徒
を
代
表
し
て
松
橋
憲
吾
生

徒
会
長
は
「
新
校
舎
は
４
つ
の
学
校
が
こ

こ
伊
勢
堂
の
森
に
集
結
し
、
す
ば
ら
し
い

環
境
の
も
と
に
、
更
に
大
き
く
飛
躍
で
き

る
舞
台
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
支

え
て
く
だ
さ
る
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
、
社
会
に
貢
献
し
ま
す
」
な
ど
と

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
後
、
同
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
竣
工

記
念
演
奏
会
を
行
い
、
待
望
の
完
成
を
喜

び
合
い
ま
し
た
。

ゆ
う
か

じ
ゅ
ん
の
す
け

け
ん
ご

▲津谷市長へ東北大会優勝の報告をする鷹巣
中学校陸上チーム

▲移送されたクマには、マイクロチップを
挿入し耳標を装着

ほ

ひ
じ
ょ
う
の

た
す
き
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工藤 和久さん
（上杉字上屋布岱・67歳）

瑞
宝
単
光
章

－消防功労－

佐藤 昭二郎さん
（米内沢字黒沢・84歳）

－選挙関係事務功績－

藍

綬

褒

章

受章おめでとうございます受章おめでとうございます受章おめでとうございます

　政府は11月３日付で、平成24年秋の叙勲、平成24年度文化勲章、平成24年秋の外国人叙勲、第19回危険

業務従事者叙勲、平成24年秋の褒章を発令しました。北秋田市からは、危険業務従事者叙勲の消防功労で

元北秋田市消防本部消防司令の工藤和久さんが「瑞宝単光章」、選挙関係事務功績で北秋田市明るい選挙

推進協議会会長の佐藤昭二郎さんが「藍綬褒章」を受章されました。２人の経歴と功績をご紹介します。

▲津谷市長に受賞を報告する同スポーツ少年団
の奈良正人団長（中央）と岩谷忠男事務局長

　
平
成
24
年
度
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体

で
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
鷹
巣
ス

キ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
奈
良

正
人
団
長
ら
が
11
月
12
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、

津
谷
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
昭
和
55
年
の
結
成
か
ら

33
年
の
長
き
に
渡
り
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
と
競
技
ス
キ
ー
選
手
育
成
に
貢

献
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
同
少
年
団
は
、
こ
れ
ま
で
４
５
０
人
以
上

の
卒
団
員
を
送
り
出
し
、
全
国
に
は
ば
た
く

選
手
も
多
数
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
奈
良
団
長
は
「
受
賞
は
少
年
団
を
支
え
て

く
れ
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。
こ
の
受
賞
を
契

機
に
こ
れ
か
ら
も
更
に
活
動
へ
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
」
な
ど
と
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

文部科学大臣表彰を受賞 ●鷹巣スキーレーシングスポーツ少年団

　
昭
和
40
年
か
ら
40
年
間
、
消
防
団
員
、
消

防
吏
員
と
し
て
消
防
業
務
に
使
命
感
を
持
っ

て
従
事
さ
れ
、
指
導
者
と
し
て
も
地
域
の
消

防
力
強
化
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
19
年
12
月
27
日
生
ま
れ
。
米
内
沢
高

校
を
卒
業
後
、
同
40
年
に
旧
合
川
町
消
防
団

入
団
。
同
45
年
に
旧
鷹
巣
合
川
地
区
消
防
一

部
事
務
組
合
の
消
防
吏
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、

そ
の
後
、
旧
４
町
１
村
の
鷹
巣
阿
仁
広
域
市

町
村
圏
組
合
の
消
防
吏
員
と
し
て
、
合
川
、

上
小
阿
仁
、
森
吉
の
各
分
署
に
務
め
、
平
成

17
年
３
月
に
北
秋
田
市
消
防
署
阿
仁
分
署
長

で
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
在
職
中
は
、
職
場
の
仲
間
や
消
防
団
員
と

の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
、
各
種
訓
練
な
ど

を
通
じ
て
署
員
と
各
地
区
団
員
が
協
調
す
る

体
制
づ
く
り
を
構
築
す
る
な
ど
、
地
域
防
災

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
章
に
つ
い
て
「
先
輩
方
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
同
僚
、
部
下
の
協
力
や
支
え
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
。
私
だ
け
で
の
も
の
で
は
な
く
、
代

表
し
て
の
受
章
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
周
囲

に
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
63
年
か
ら
現
在
ま
で
の
24
年
間
、
明

る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
会
長
と
し
て
、
投

票
率
の
向
上
と
公
正
な
選
挙
の
推
進
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
２
年
11
月
12
日
生
ま
れ
。
同
63
年
３

月
に
前
田
小
学
校
の
校
長
で
定
年
退
職
し
、

同
年
６
月
に
旧
森
吉
町
選
挙
管
理
委
員
会
か

ら
の
要
請
で
、
同
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
の
委
員
に
な
る
と
同
時
に
会
長
に
就
任
し

ま
し
た
。
以
来
、
旧
森
吉
町
か
ら
現
在
の
北

秋
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
に
至
る
ま

で
長
年
会
長
職
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
旧
町
時
代
は
、
得
意
の
ス
キ
ー
で
明
る
い

選
挙
を
呼
び
か
け
る
ゼ
ッ
ケ
ン
を
着
け
て
旧

森
吉
ス
キ
ー
場
を
滑
走
し
た
り
、
市
日
や
祭

会
場
で
は
投
票
率
の
向
上
を
呼
び
か
け
る
啓

発
チ
ラ
シ
を
配
る
な
ど
、
会
の
先
頭
に
立
っ

て
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
受
賞
に
つ
い
て
「
私
は
た
だ
長
く
会
長
を

や
っ
た
だ
け
で
、
受
章
は
皆
さ
ん
の
お
か
げ
」

と
感
謝
し
な
が
ら
、「
選
挙
は
若
年
層
の
投
票

率
が
低
く
、
い
か
に
関
心
を
高
め
て
い
く
か

が
課
題
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲受賞を報告する（右から）佐藤喜美男さん、
森吉副支部長の鈴木繁美さん、武石勝男さん

老人クラブ活動で知事表彰を受賞 ●佐藤喜美男会長と大渕老人クラブ

●生命の貯蓄体操鷹巣支部長の岩谷さん

▲工藤副市長へ受賞の喜びを語る岩谷ナツ
さん

成人病予防で知事表彰を受賞 

▲津谷市長へ受賞の報告をする鷹巣観光物産
開発㈱の笹木俊雄社長

日本食品衛生協会表彰を受賞 ●道の駅たかのす内「レストランどんどん」
　
日
本
食
品
衛
生
協
会
表
彰
を
受
賞
し
た『
レ

ス
ト
ラ
ン
ど
ん
ど
ん
』（
道
の
駅
た
か
の
す
内
）

を
運
営
す
る
鷹
巣
観
光
物
産
開
発
㈱
の
笹
木

俊
雄
代
表
取
締
役
社
長
ら
が
、
10
月
31
日
、

市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
受
賞
を
報
告

し
ま
し
た
。

　
日
本
食
品
衛
生
協
会
で
は
、
食
品
衛
生
の
一

層
の
向
上
を
図
り
、
国
民
の
食
生
活
の
安
全
と

健
康
増
進
に
寄
与
す
る
た
め
毎
年
表
彰
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
、
県
内
で
は
４
施
設
が
日

本
食
品
衛
生
協
会
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
笹
木
代
表
取
締
役
社
長
は
「
営
業
し
て
か

ら
24
年
間
、
食
品
の
安
全
性
を
高
め
る
と
と

も
に
、
施
設
内
の
無
事
故
、
無
違
反
が
評
価

さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
更
に
磨
き
を
掛
け
て
、

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
」
な
ど
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
秋
田
県
老
連
創
立
50
周
年
記
念
秋
田
県
老
人

ク
ラ
ブ
大
会
で
、
県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
た
佐

藤
喜
美
男
（
綴
子
字
糠
沢
）
さ
ん
と
大
渕
老
人

ク
ラ
ブ
の
会
長
ら
が
10
月
29
日
、
市
役
所
を
訪

れ
、
津
谷
市
長
へ
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
佐
藤
喜
美
男
さ
ん
は
、
北
秋
田
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
会
長
、
秋
田
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

理
事
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
っ
て
組
織
づ
く
り
、

育
成
指
導
等
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
老

人
福
祉
功
績
者
と
し
て
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
森
吉
支
部
の
大
渕
老
人
ク
ラ
ブ
（
武

石
勝
男
会
長
）
は
、
交
通
安
全
や
防
災
等
、
社

会
の
実
情
に
即
し
た
知
識
習
得
を
目
的
と
し
た

座
談
会
の
開
催
や
健
康
増
進
活
動
、
地
域
奉
仕

活
動
、
助
け
合
い
活
動
等
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
功
績
に
よ
り
、
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
と

し
て
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
成
人
病
予
防
事
業
功
労
者
と
し
て
秋
田
県

知
事
表
彰
を
受
賞
し
た
岩
谷
ナ
ツ
さ
ん（
脇

神
字
高
村
岱
）が
、
11
月
12
日
、
市
役
所
を
訪

れ
、
工
藤
副
市
長
へ
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
生
命
の
貯
蓄
体
操
鷹
巣
支
部
長
の
岩
谷
さ

ん
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
で
気
血
の
流

れ
を
よ
く
し
、
心
と
体
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
と
バ

ラ
ン
ス
を
調
え
る
「
生
命
の
貯
蓄
体
操
」
を

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
、
自
治
会
館

等
で
指
導
し
、
20
年
に
わ
た
り
成
人
病
予
防

に
尽
く
さ
れ
た
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
岩
谷
さ
ん
は
「
長
寿
社
会
な
の
で
元
気
で

い
れ
ば
楽
し
く
暮
ら
せ
る
が
、
病
気
や
足
腰

が
弱
く
な
る
と
大
変
。
今
後
は
、
若
い
人
を

育
て
る
と
と
も
に
初
心
者
教
室
の
開
催
な
ど

を
行
い
た
い
」
な
ど
と
抱
負
を
述
べ
体
操
の

希
望
者
を
募
っ
て
い
ま
し
た
。 
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▲オープニングを飾った女声合唱団コール・
もりよしの皆さん

偉大な音楽家の名曲を歌い継ぐ ●第７回浜辺の歌音楽祭

●合川駅秋まつり

▲軽快なダンスを披露し会場を盛り上げた
「森吉キッズ」

出店・ダンス・ライブでにぎわいを 

▲津谷市長へアジアユース大会優勝の報告を
する中田紫乃選手と三澤恵子監督

アジアユース大会の優勝に貢献 ●鷹巣南中学校中田選手

▲秋田ノーザンハピネッツの加藤真選手を拍
手で迎える合川小学校の児童

チャレンジすることの大切さ学ぶ ●ノーザンハピネッツが来校

●米内沢小学校ナメコの収穫体験授業

▲ナメコの収穫体験授業を行う米内沢小学校
５年の児童

ナメコは「ヌルヌルして冷たい」

▲報告に訪れた（左から）川村裕太さん、相
馬奏さん、下山遥さん、藤田みらいさん

「肉巻きキリタンポ」が優秀賞 ●秋田北鷹高校「うまいもん甲子園」に出場
　
第
９
回
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
に
全
日
本
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
場

し
優
勝
し
た
鷹
巣
南
中
学
校
（
柴
田
保
校
長
・

生
徒
数
１
３
４
人
）
３
年
の
中
田
紫
乃
さ
ん
が

10
月
29
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
大

会
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
10
月
12
日
か
ら
20
日
ま
で
、
中

国
で
開
催
さ
れ
、
ア
ジ
ア
圏
か
ら
13
カ
国
の
代

表
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
全
日
本
メ
ン
バ
ー
12
人
中
11
人
は
高
校
生
で
、

中
田
さ
ん
は
唯
一
の
中
学
生
選
手
。
全
試
合
で

ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
コ
ー
ト
に

立
ち
、
日
本
の
優
勝
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

中
田
さ
ん
は
「
来
年
の
世
界
選
手
権
に
も
出
ら

れ
る
よ
う
に
更
に
練
習
を
が
ん
ば
り
た
い
。
将

来
は
、
プ
ロ
の
選
手
に
な
っ
て
全
日
本
に
入
り

た
い
」
な
ど
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
第
７
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
（
加
賀
隆
寛
・
実

行
委
員
長
）
が
11
月
３
日
、
北
秋
田
市
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
、
成
田
為
三
の
楽
曲
や
趣
向
を

凝
ら
し
た
合
唱
曲
を
披
露
し
、
美
し
い
歌
声
を

響
か
せ
ま
し
た
。

　
同
音
楽
祭
は
、「
浜
辺
の
歌
」
を
は
じ
め
、
優

れ
た
童
謡
や
歌
曲
な
ど
を
数
多
く
作
曲
し
、
日

本
を
代
表
す
る
作
曲
家
と
し
て
知
ら
れ
る
米
内

沢
出
身
の
成
田
為
三
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、

歌
声
の
あ
ふ
れ
る
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
音
楽
祭
に
は
、保
育
園
児
、小
中
学
生
、

一
般
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
な
ど
22
団
体
か
ら

約
７
４
０
人
が
出
演
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
子

ど
も
ら
し
い
元
気
あ
ふ
れ
る
歌
声
や
、
心
を
ひ

と
つ
に
し
た
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
響
き
渡
り

ま
し
た
。

　
「
合
川
駅
秋
ま
つ
り
」
が
11
月
10
日
、
合
川

駅
前
広
場
で
行
わ
れ
、出
店
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
大
勢
の
人
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
つ
り
は
、
合
川
の
街
、
人
の
魅
力

を
伝
え
る
と
共
に
、
内
陸
線
が
地
域
を
つ
な

ぐ
マ
イ
レ
ー
ル
・
マ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
愛
さ
れ
る
よ
う
に
合
川
駅
前
地
域
活
性
化

協
議
会（
船
木
征
次
会
長
）が
開
催
し
た
も
の
。

　
会
場
に
は
内
陸
線
の
魅
力
を
パ
ネ
ル
や
写

真
で
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
た
ほ

か
、
野
菜
や
な
め
こ
、
バ
タ
ー
餅
の
直
売
、

鮎
の
塩
焼
き
、
馬
肉
の
煮
込
み
、
だ
ま
こ
鍋

等
の
出
店
も
並
び
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、「
森
吉
キ
ッ
ズ
」
に
よ
る
ダ
ン
ス
や

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
本
城
奈
々
さ

ん
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
バ
タ
ー
餅
の
餅
ま
き
な

ど
が
行
わ
れ
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
「
ご
当
地
！
絶
品
う
ま
い
も
ん
甲
子
園
」
に

出
場
し
、
優
秀
賞
な
ど
を
受
賞
し
た
秋
田
北
鷹

高
校
（
佐
藤
英
樹
校
長
、
生
徒
数
７
６
４
人
）

の
生
物
資
源
科
水
田
専
攻
の
３
年
生
４
人
が

11
月
12
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
受

賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
農
林
水
産
省
が
主
催
す
る
「
食

と
農
林
漁
業
の
祭
典
」
の
一
環
と
し
て
初
め
て

企
画
さ
れ
、
11
月
２
日
、
３
日
に
東
京
・
銀
座

と
J
R
有
楽
町
駅
前
広
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
東
北
代
表
と
し
て
出
場
し
た
同
校
は
、
キ
リ

タ
ン
ポ
に
豚
バ
ラ
肉
を
巻
き
、
醤
油
や
タ
マ
ネ

ギ
、
リ
ン
ゴ
な
ど
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
タ
レ
を
塗

り
オ
ー
ブ
ン
で
焼
い
た
「
ポ
ー
ク
ン
ロ
ー
ル
肉

巻
き
キ
リ
タ
ン
ポ
」
を
出
品
し
、
審
査
の
結
果

『
東
北
エ
リ
ア
優
秀
賞
』
と
特
別
賞
に
あ
た
る

『
ト
リ
コ
賞
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
の
小
学
校
訪

問
事
業
が
11
月
７
日
、
合
川
小
学
校
（
三
浦

栄
一
校
長
、
児
童
数
74
人
）
で
行
わ
れ
、
プ

ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
と
児
童
が
交
流

し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
興
味
、

意
欲
を
引
き
出
す
こ
と
を
目
的
に
秋
田
プ
ロ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
㈱
と
県
が
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
訪
問
し
た
の
は
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
同

チ
ー
ム
で
プ
レ
ー
し
て
い
る
加
藤
真
選
手
。

加
藤
選
手
は
、児
童
か
ら
の
質
問
に
答
え
た
り
、

ド
リ
ブ
ル
や
パ
ス
を
披
露
し
た
り
し
な
が
ら
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
児

童
に
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
リ
ク
エ
ス
ト
に

応
え
、豪
快
な
ダ
ン
ク
シ
ュ
ー
ト
を
見
せ
る
と
、

児
童
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
米
内
沢
小
学
校
（
伊
藤
康
栄
校
長
、
児
童
数

1
4
5
人
）
の
ナ
メ
コ
の
収
穫
体
験
授
業
が
11

月
１
日
、
米
内
沢
字
滝
ノ
沢
地
内
で
行
わ
れ
、

５
年
生
29
人
が
ナ
メ
コ
の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
授
業
は
、
森
吉
林
業
研
究
会
（
武

石
篤
正
会
長
、
会
員
20
人
）
が
森
林
や
林
業
の

持
つ
魅
力
や
役
割
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
た

め
、
秋
田
県
の
「
水
と
森
づ
く
り
税
」
の
補
助

事
業
を
活
用
し
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
収
穫
す
る
の
は
、
平
成
23
年
４
月
に
同

児
童
ら
が
植
菌
を
し
た
ほ
だ
木
。
児
童
ら
は
、

同
研
究
会
の
会
員
か
ら
「
か
さ
を
引
っ
張
る
の

で
は
な
く
、
根
元
を
つ
ま
む
と
う
ま
く
採
れ
ま

す
」
な
ど
と
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、「
ヌ
ル

ヌ
ル
し
て
冷
た
い
」
な
ど
と
声
を
上
げ
、
素
手

で
一
つ
一
つ
て
い
ね
い
に
採
り
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
入
れ
て
収
穫
し
ま
し
た
。

し  

の

ゆうた

かなた はるか
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▲優雅な舞を披露した新日本舞踊千川流鷹巣千川会

▲平成24年度北秋田市文化功労賞と奨励賞受賞者のみなさん

　
続
い
て
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
芸
術
文
化
功
労
賞
を
受
賞

し
た
生
田
流
筝
曲
日
本
当
道
会
秋
田
支
部
琴
秋
会
碇
谷
社
中

の
山
城
奎
子
さ
ん
が
「
こ
の
た
び
は
立
派
な
賞
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
、

い
た
だ
い
た
賞
に
負
け
な
い
よ
う
更
な
る
研
さ
ん
を
積
み
重

ね
て
行
き
た
い
」
な
ど
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
後
、
記
念
公
演
と
し
て
鷹
巣
高
校
出
身
で
和
太
鼓
・

ド
ラ
ム
・
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
田
中
ま
さ
よ
し

さ
ん
ら
が
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
太
鼓
演
奏
、
楽
器
演
奏
や
歌
、

ダ
ン
ス
の
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
大
正
琴
や
日
舞
、
音
楽
演
奏
、

コ
ー
ラ
ス
、
朗
読
、
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
な
ど
各
団
体
が
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
、
鑑
賞
に
訪
れ
た
市
民
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

11
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
の
３
日
間
、
森
吉
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ
れ
た
展
示
部
門
で
は
、
公
民
館

講
座
や
自
主
活
動
な
ど
で
制
作
し
た
絵
画
や
写
真
、
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
、
陶
芸
、
切
り
絵
な
ど
の
作
品
、
幼
児
や
小
中
学
生

　

平
成
24
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭
の
演
示
部
門
が
10
月
27
日
と
28
日
の
２
日
間
、
展
示
部

門
が
11
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
演
示
部
門
の
文
化

会
館
や
展
示
部
門
の
森
吉
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
は
、
グ
ル
ー
プ
や
家
族
連
れ
な
ど
大
勢

の
市
民
ら
が
訪
れ
、
芸
能
発
表
や
作
品
の
鑑
賞
で
文
化
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▽
文
化
の
秋
満
喫
〜
平
成
24
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭

フラダンスを披露した
ケアロハヨコオフラオハナＧ
フラダンスを披露した
ケアロハヨコオフラオハナＧ

▲鷹巣高校出身の田中まさよしさん（写真右）らによる記念公演

▲ピアノ伴奏で歌声を響かせた北秋田市老人クラブ連合会▲▼多くの絵画や作品などが並んだ
　　森吉総合スポーツセンターの展示会場

の
絵
画
、
書
道
作
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の
市
民
が
訪

れ
ま
し
た
。

　
屋
外
で
は
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
軽
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど

が
出
店
さ
れ
た
ほ
か
、
11
日
に
は
展
示
会
場
の
一
角
に
裏
千

家
近
藤
宗
雪
社
中
に
よ
る
お
茶
席
も
設
け
ら
れ
、
来
場
者
に

お
茶
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
北
秋
田
市
芸
術
文
化
表
彰
の
受
賞
者
は
次
の

通
り
で
す
。

■
芸
術
文
化
功
労
賞
受
賞
者
（
１
団
体
２
個
人
）

　
▽
生
田
流
筝
曲
日
本
当
道
会
秋
田
支
部
琴
秋
会
碇
谷
社
中

　
▽
奥
田
実
里
さ
ん
（
桂
瀬
）
／
陶
芸
同
好
会

　
▽
作
山
キ
ヌ
さ
ん
（
阿
仁
真
木
沢
）
／
艸
萌
会

■
芸
術
文
化
奨
励
賞
受
賞
者
（
２
個
人
）

　
▽
佐
藤
久
夫
さ
ん
（
あ
け
ぼ
の
町
）
／
第
53
回
秋
田
県
美

　
術
展
覧
会　
洋
画
部
門　
入
選

　
▽
藤
島
恵
美
子
さ
ん
（
綴
子
下
町
）
／
第
40
回
日
本
の
書

　
展　
臨
書
部
門　
入
選
／
第
27
回
全
国
臨
書
摸
刻
展　
心

　
芸
墨
美
大
賞　
招
待
審
査
員
特
別
賞　
受
賞

　

10
月
27
日
の
午
前
９
時
か
ら
文
化
会
館
で
始
ま
っ
た
演
示

部
門
で
は
、
は
じ
め
に
北
秋
田
市
文
化
祭
の
成
田
陸
雄
実
行

委
員
長
代
理
が
開
会
の
あ
い
さ
つ
を
し
、
新
日
本
舞
踊
千
川

流
鷹
巣
千
川
会
に
よ
る
演
舞
を
皮
切
り
に
、
合
唱
や
民
謡
、

筝
曲
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
演
目
が
次
々
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
11
時
30
分
か
ら
は
、
平
成
24
年
度
北
秋
田
市
芸
術
文

化
表
彰
が
行
わ
れ
、
長
年
に
わ
た
り
市
の
芸
術
文
化
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る
市
文
化
功
労
者
表
彰
は
、
団

体
の
生
田
流
筝
曲
日
本
当
道
会
秋
田
支
部
琴
秋
会
碇
谷
社
中

ら
１
団
体
２
個
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
奨
励
賞
は
、
優
れ
た

芸
術
作
品
な
ど
を
創
作
さ
れ
た
方
な
ど
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、

第
53
回
秋
田
県
美
術
展
覧
会
の
洋
画
部
門
で
入
選
し
た
佐
藤

久
夫
さ
ん
ら
２
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
文
化
祭
の
開
催
に
あ
た
り
、
津
谷
市
長
は
「
今
年
は
、
舞

台
発
表
が
本
日
よ
り
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
展
示

の
部
は
、
11
月
10
日
か
ら
３
日
間
、
森
吉
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
期
間
、
多
く
の
皆
様

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
市
の
芸
術
文
化
活
動
が
ま
す
ま
す
発

展
す
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

文
化
活
動
の
成
果
多
彩
に

文
化
活
動
の
成
果
多
彩
に

文
化
活
動
の
成
果
多
彩
に
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学びの広場

第２回『ふるさとの未来・再考！』フォーラム

～活かそう！郷土の “味” 力 ～

北秋田市チョこボラ・プロジェクト

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

57

　
銀
山
神
明
社
境
内
に
あ
る
石
燈
籠
で

す
。
阿
仁
鉱
山
か
ら
「
北
前
船
」
で
大

阪
へ
金
や
銀
、
銅
が
運
ば
れ
ま
し
た
が
、

帰
り
の
船
が
日
本
海
を
北
上
す
る
時
に

船
を
重
く
し
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め

に
船
底
に
積
ん
で
き
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
石
灯
籠
は
大
阪
で
造
ら
れ
運
ば

れ
て
き
た
も
の
で
、「
嘉
永
元
年
（
１

８
４
８
年
）
戊
申
５
月
於
摂
州
大
坂
造

之
」
と
あ
り
ま
す
。
石
燈
籠
の
石
材
は
、

同
じ
阿
仁
町
に
あ
る
「
山
寺
の
石
燈
籠
」

や
「
大
坂
屋
彦
兵
衛
の
墓
石
」、「
青
山

家
の
墓
石
」
と
同
じ
瀬
戸
内
海
原
産
の

御
影
石
で
す
。
御
影
石
は
、
寛
文
元
年

（
１
６
６
１
年
）
頃
に
初
め
て
阿
仁
地

方
に
入
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
市
指
定
文
化
財
で
す
。

　
銀
山
神
明
社
は
銀
山
地
域
の
総
鎮
守

で
、
由
緒
あ
る
神
社
で
す
。
境
内
に
は
、

樹
齢
３
０
０
年
近
い
雄
雌
２
本
の
大
き

な
銀
杏
の
木
の
ほ
か
、
庚
申
塔
や
２
体

の
石
像
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◇「
北
前
船
」

　
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
初
期

に
か
け
て
日
本
海
で
商
売
し
た
船
（
西

廻
海
運
）
で
、
通
称
千
石
船
と
い
い
弁

才
船
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
北
海
道
、

北
陸
か
ら
昆
布
や
ニ
シ
ン
、
魚
肥
、
米
、

木
材
な
ど
を
買
い
、
下
関
を
回
っ
て
大

阪
へ
運
び
、
西
国
か
ら
は
塩
や
酒
、
紙
、

木
綿
な
ど
の
衣
料
品
を
仕
入
れ
て
北
海

道
や
北
陸
で
売
り
ま
し
た
。
物
資
の
売

買
だ
け
で
な
く
、
人
々
の
交
流
や
文
化

も
伝
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
合
川
地
区
三
里
の
熊
野
神
社
に
「
北

国
船
」
の
船
絵
馬
が
あ
り
ま
す
が
、
日

本
海
沿
岸
の
荒
波
を
渡
る
安
全
を
祈
る

船
乗
り
た
ち
の
願
い
を
込
め
て
奉
納
さ

れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。（
合

川
地
方
史
研
究
会「
史
友
」第
11
号
参
照
）

▽
平
成
４
年
３
月
31
日
指
定
文
化
財

▽
資
料
／
「
阿
仁
の
文
化
財
１
」、「
北

鹿
は
宝
箱
」、「
日
本
史
辞
典
」、「
秋
田

さ
き
が
け
」

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員　
照
内
捷
二

北
秋
田
市
指
定
記
念
物
（
史
跡
）

○「
銀
山
神
明
社
石
燈
籠
（
二
基
）」

◇
所
在
地　
阿
仁
銀
山
字
下
新
町
63-

1

◇
管
理
者　
銀
山
三
町
財
産
管
理
委
員
会

　
■
し
め
飾
り
づ
く
り
教
室

期
日　
12
月
７
日
（
金
）

時
間　
10
時
〜
15
時

会
場　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師　
桜
田
勝
夫
氏

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
料　
材
料
代
３
０
０
円

持
ち
物　
昼
食
、
手
ふ
き
タ
オ
ル

■
干
支
小
物
作
り
教
室

期
日　
12
月
14
日
（
金
）

時
間　
13
時
〜
15
時
30
分

会
場　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師　
森
川
征
子
氏

内
容　
祝
箸
袋
・
ち
り
め
ん
根
付

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
料　
材
料
代
各
５
０
０
円

持
ち
物　
ハ
サ
ミ
、目
打
ち
、ボ
ン
ド
、洗
濯
バ
サ
ミ

申
込
開
始　
12
月
１
日
（
土
）
か
ら

■
冬
の
ほ
っ
と
な
お
話
し
会

期
日　
12
月
15
日
（
土
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時

会
場　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師　
お
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
に
じ
い
ろ

ぱ
れ
っ
と
」

内
容　
人
形
劇
・
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

の
お
話
と
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
込
開
始　
12
月
１
日
（
土
）
か
ら

■
門
松
づ
く
り
講
座

日
時　
12
月
18
日
（
火
）　
９
時
〜
正
午

会
場　
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

講
師　
菅
原
廣
司
氏

内
容　
お
正
月
の
門
松
作
り

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
料　
材
料
代
１
０
０
０
円

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
剪
定
ハ
サ
ミ

申
込
開
始　
12
月
３
日
（
月
）
か
ら

■
干
支
の
置
物
作
り
（
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
）
講
座

日
時　
12
月
17
日
（
月
）　
10
時
〜
15
時

会
場　
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

講
師　
菅
原
知
明
氏

内
容　
お
正
月
用
干
支
飾
り

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
料　
材
料
代
５
０
０
円

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
も
の
さ
し
、
木
工
用
ボ

ン
ド
、
洗
濯
バ
サ
ミ
、
ハ
サ
ミ
、
目
打
ち
、
昼
食

申
込
開
始　
12
月
３
日
（
月
）
か
ら

日
時　
12
月
22
日
（
土
）　
14
時
〜

会
場　
浜
辺
の
歌
音
楽
館

入
場
料　
無
料

出
演　
森
吉
中
学
校
吹
奏
楽
部
／
浜
辺
の

歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団
／
Ｍ
Ｍ
Ｃ

森
吉
公
民
館
公
開
講
座

申
問

森
吉
公
民
館　
☎
72-

３
２
５
９

▲銀山神明社石燈籠（二基）

　昨年の開催に引き続き、共通理解を深めながら、
今回は、地域の「食」をとおして、「内陸線」と地
域課題解決への新たな可能性を探ります。みなさ
まのおいでをお待ちしています。
日時　12月１日（土）　９時50分～ 12時40分
会場　交流センター講堂
▼シンポジウム（10時～）
テーマ：「内陸線　この一年」～現状報告と展望
コーディネーター：秋田大学北秋田分校長　濱田純氏
パネリスト　
秋田内陸縦貫鉄道㈱代表取締役社長　酒井一郎氏

㈱フィデア総合研究所　後藤正彦氏
秋田大学環境応用化学科３年　伊藤晴樹氏
秋田内陸線再生支援室交通政策監　佐藤廣道氏
くまのたいら企画代表　大穂耕一郎氏
▼事例発表
①「秋田内陸線 食の開発『馬肉シチュー』について」

秋田内陸縦貫鉄道㈱事業課長 松橋重智氏
②「発見！古くて新しい北秋田の味プロジェクト
　Vol.１～バターの香りに包まれて～」

　　　　　秋田北鷹高等学校 家庭クラブ
③「大館(ふるさと)の魅力とどけ隊！～和でつなげ
　よう、地域の輪～」大館高等学校 家庭クラブ
▼試食会（11時50分～ 12時40分）
　かまぶく、しょうゆバター餅、馬肉シチュー
　　生涯学習課生涯学習班　☎62-1130

運動とレクレーションで交流
～合川地区「第36回スポーツとレクのつどい」～

　合川ことぶき大学と老人クラブ連合会合川支部
合同による「第36回スポーツとレクのつどい」が
10月９日、合川体育館で開かれ、210人が参加し
軽い運動などで健康づくりを行いました。
　開会宣言、選手宣誓などに続き、「豆でしょうか？
リレー」「おやつ食い競争」「宝さがし」など６種
目に汗を流し、お昼には老人クラブ女性部による
踊りや、李岱地区の仮装行列で楽しみました。
　また、つどいの後には、日本レクリエーション
協会副理事長の坂谷壽雄さん（五城目町出身）に ▲得意な人が多い「縄ない競争」は大盛り上がり

よる、講話と実技が行われるなど、老人パワー全
開のにぎやかで楽しい交流会となりました。

　各種講座などで学習した成果を地域に還元する
とともに、今後の活動につなげていくことを目的
に「生涯学習フェスタ」を開催します。今年はク
リスマスも一緒に、みんなで楽しい時を過ごしま
しょう。
　みなさまのご来場をお待ちしています。
日時　12月22日（土）　10時～ 15時
会場　中央公民館

合
川
公
民
館
公
開
講
座

申
問

合
川
公
民
館　
☎
78-

２
１
１
４

生涯学習フェスタ＆ほっとクリスマス

み りょく

問

▼ステージ発表
浜辺の歌少年合唱団／おはなし「にじいろパレッ
ト」／リズムであそぼう「ミュージックケア」／
ボディパーカッション／ヒップホップダンス講座
／二胡の演奏　ほか
▼体験コーナー
ニットdeホット／韓国語であいさつしよう／クリ
スマスクラフト／ともだち楽校「ささえ」とゆか
いな仲間たち　ほか
　　生涯学習課生涯学習班　☎62-1130

中央公民館でまなぼう・あそぼう・つたえよう

問

阿
仁
公
民
館

少
年
少
女
合
唱
団

　
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

申
問

生
涯
学
習
課　
☎
62-

６
６
１
８

広報きたあきた　2012.　12.　119 18広報きたあきた　2012.　12.　1



財政白書（平成24年度上半期）

特 別 会 計 予 算 執 行 状 況

市 民 の 負 担 状 況

用語の解説
①一般会計と特別会計　地方公共団体の会計は、本来単一の会計によって整理されるのが理想とされています
が、実際の行政活動は広範多岐にわたっているのが現状です。そこで地方公共団体の基本的な経費を「一般
会計」、特定の事業を行う場合の経費を「特別会計」として区別しています。

②主な歳入項目　「地方交付税」＝歳入の中で最も大きな財源であり、国が使いみちを指定しないで交付する 
もの。「国庫支出金」＝国が使いみちを指定して交付するもの。「市債」＝市の借り入れ金など。

 「諸収入」＝各種貸付金や預託金収入。「地方譲与税」＝地方揮発油譲与税、自動車重量譲与税、航空機燃
料譲与税、地方道路譲与税として市町村へ交付されるもの。

　９月末現年度（調定額から　）

直

接

税

間
接
税

市 民 税 個 人 分

市 民 税 法 人 分

純 固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

合　　　計

市民１人当たり（円／人）
7万3,086円　

市 た ば こ 税

国 民 健 康 保 険 税

9億6,627万8千円

1億85万4千円

15億417万3千円

7,301万5千円

26億4,432万円

1億1,106万1千円 3,070円 7,659円

6万6,787円6億3,133万3千円

（平成24年９月末　人口36,181人、世帯数14,501世帯）

10万6,214円

（９月末　加入被保険者数 9,453人、加入世帯数 5,944世帯）

会計区分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
42億8,044万2千円
2億3,146万7千円
52億6,435万9千円
1億3,172万7千円
10億1,834万6千円

4億55万4千円
15億5,656万6千円

2,457万7千円
4億3,762万9千円
2億3,478万円

2億3,571万8千円

1億2,284万1千円

139億3,901万3千円

（坊沢・綴子・栄・沢口・七日市・
　米内沢・前田・阿仁合・大阿仁）

43.7％
31.8％
38.6％
6.1％
31.2％
10.0％
8.4％
16.8％
28.4％
38.7％
35.7％

359.0％

37.3％

１世帯当たり（円／世帯）
18万2,354円　

6億5,656万5千円（33.1％）

1億2,419万1千円（20.0％）

0円（0％）

財政白書財政白書
平成24年度上半期

　市では、市民の皆さんに市の財政事情を知っ
ていただくために、毎年２回一般会計、特別会
計の執行状況を公表しています。
　今回は平成24年度上半期（平成24年４月１日
～9月30日）の結果を公表します。収入、支出状
況など市の財政事情は次のとおりです。
（一時借入金及び会計間の相互流用金を除く、繰
越明許費を含む）

一 般 会 計 予 算 執 行 状 況
項　　　目 予　算　額

97億206万5千円

28億5,301万3千円

14億5,779万7千円

19億980万円

19億8,065万5千円

6億2,069万3千円

2億7,060万8千円

3億4,733万4千円

地 方 交 付 税

市 　 　 　 税

県 支 出 金

市 　 　 　 債

国 庫 支 出 金

諸 収 入

地 方 譲 与 税

地方消費税交付金

そ の 他
（分担金、使用料等）18億4,116万6千円

項　　　目 予　算　額

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

教 育 費

消 防 費

土 木 費

公 債 費

そ の 他

18億9,707万5千円

57億276万7千円

22億7,695万7千円

8億8,302万3千円

28億2,411万4千円

9億4,064万6千円

20億5,288万1千円

27億610万5千円

16億9,956万3千円

40億 100億70億

7,993万2千円（29.5％）

1億8,504万3千円（53.3％）

13億7,299万7千円（74.6％）

予　　算　　額
収入・支出済額

3億5,763万8千円（17.4％）

4億1,845万4千円（44.5％）

9億5,467万4千円（33.8％）

10億2,869万8千円（38.0％）

50億10億 20億 30億 40億

8億65万6千円（42.2％）

19億5,502万4千円（34.3％）

9億3,815万5千円（41.2％）

1億5,004万5千円（17.0％）

8億5,185万3千円（50.1％）

16億8,719万8千円（59.1％）

20億 30億10億

歳　 出
予　　算 209億8,313万1千円

支出済額 74億5,519万7千円

支出割合 35.5　％

1億5,178万1千円（10.4％）
歳　 入

予　　算 209億8,313万1千円

収入済額 121億3,658万6千円

収入割合 57.8　％

78億7,887万9千円（81.2％）

〜〜

〜

国 民 健 康 保 険
合 川 診 療 所
介 護 保 険
介 護 サ ー ビ ス 事 業
簡 易 水 道
農 業 集 落 排 水
下 水 道 事 業
特 定 地 域 生 活 排 水
後 期 高 齢 者 医 療
阿 仁 診 療 所
米 内 沢 診 療 所
財 産 区

合 　 　 計

18億6,857万円
7,366万6千円

20億3,100万6千円
803万4千円

3億1,779万8千円
4,007万5千円

1億3,117万2千円
413万円

1億2,417万6千円
9,097万6千円
8,407万4千円

4億4,101万4千円

42億8,044万2千円

18億3,002万2千円
9,444万1千円

19億5,646万1千円
4,893万7千円
2億5,296万円

1億5,469万5千円
4億3,509万2千円

396万6千円
1億2,014万8千円
1億154万7千円
1億579万2千円

840万9千円

51億1,247万円

42.8％
40.8％
37.2％
37.2％
24.8％
38.6％
28.0％
16.1％
27.5％
43.3％
44.9％

6.8％

36.7％
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種目　ファミリーコース２㎞
　　　チャレンジコース４㎞
集合場所　北秋田市中央公民館　
　　　　（受付・開会式の会場）
参加受付　9:00 ～（開会式9:50）
スタート　10:30（同時スタート）
参加料　３００円（ゼッケン代）
申込期限　12月25日（火）
※当日の申し込みも可能ですが完
走証に名前が記入されません
　　　鷹巣体育館　☎62-3800　
　　　　　　　　　　62-3801

健
康 　
　
健
康
推
進
課 

☎
62‐

６
６
６
６

申
問

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、ア
ン
ケ
ー

ト
、
バ
ス
タ
オ
ル
他

問
北秋田市民プール  ☎62-5001

※市民プールでは各種教室を開催してい
ます。詳しくはお問い合わせください

■12月12日（水）全血 
　【阿仁地区・鷹巣地区】

10:15 ～ 11:00

11:30 ～ 12:30

14:15 ～ 15:15

15:45 ～ 16:30

　　健康推進課健康推進班　☎62-6666問

ホッと・あい訪問ホッと・あい訪問
　市では、高齢者の心の健康づくりの一
環として、次の地区の75歳以上の方を対
象に、保健師による「ホッと・あい訪問」
を行っています。
【鷹巣地区】
黒沢・前山・太田・舟場・堂ヶ岱
【合川地区】
弥栄・羽根山・羽立・増沢
【森吉地区】
本城上・本城下・根森田・巻渕・堺田・細越
【阿仁地区】
小渕・打当・戸鳥内・中村

11月から1月までの間に

『心のタオル』を持って訪

問します。

北秋田市高齢者心の健康づくり巡回健康相談北秋田市高齢者心の健康づくり巡回健康相談

　「青葉荘」休館のお知らせ

　施設及び設備の老朽化等によ
り、老人憩いの家「青葉荘」を
冬期間休館します。
　期間　12月１日～３月31日
　　高齢福祉課高齢福祉班
　　☎62-6639
問

家族みんなで参加しよう！家族みんなで参加しよう！
元旦マラソン元旦マラソン

１１/
（火）

参加者募集

申問

料

前売

　文化会館では、次の期間で大
ホールの改修工事を予定してい
ます。
　皆様にはご不便をおかけしま
すが、ご理解をお願いします。
■工事予定 
　平成25年１月10日（木）から
　平成25年２月21日（木）まで
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問
お
知
ら
せ

問

　
市
で
は
、
降
雪
時
の
『
安
全
で
円
滑
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
』

た
め
、
適
切
な
除
雪
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
効
率
よ
く
安
全
な
除
雪
作
業
を
実
施
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な

点
に
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
市
道
・
雪
捨
て
場

　
建
設
課
（
森
吉
庁
舎
内
） 
☎
72‐
３
１
１
６

◆
国
道
７
号

　
国
土
交
通
省
能
代
河
川
国
道
事
務
所

　
大
館
国
道
出
張
所　
☎
０
１
８
６‐

49‐

０
３
２
１

◆
国
道
１
０
５
・
２
８
５
号
、
県
道

　
北
秋
田
地
域
振
興
局
建
設
部 

☎
62‐

１
８
３
４

ご
理
解
ご
協
力
く
だ
さ
い

道
路
の
除
排
雪
作
業
に

道
路
の
除
排
雪
作
業
に

道
路
の
除
排
雪
作
業
に

お問い合わせ

　雪捨て場については、昨年と同様河川管理者の許可を得て
います。詳細については市建設課に問い合わせるか、市ホー
ムページをご覧ください。

問◆
深
夜
、
早
朝
の
作
業
に

ご
理
解
願
い
ま
す
！

◆
沿
線
の
空
き
地
、
田
畑
の

利
用
に
協
力
く
だ
さ
い
！

◆
道
路
に
置
い
て
あ
る
も
の
は

撤
去
し
て
く
だ
さ
い
！

◆
深
夜
、
早
朝
の
作
業
に

ご
理
解
願
い
ま
す
！

　
除
雪
作
業
は
、
交
通
量
の
少
な
い
深
夜

か
ら
早
朝
に
か
け
て
行
う
た
め
、
除
雪
車

の
エ
ン
ジ
ン
音
や
振
動
で
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
快
適
で
安
全
な
通
勤
・
通

学
路
確
保
の
た
め
で
す
の
で
ご
理
解
く
だ

さ
い
。

◆
沿
線
の
空
き
地
、
田
畑
の

利
用
に
協
力
く
だ
さ
い
！

　
道
路
沿
い
の
空
き
地
や
田
畑
に
雪
を
押

し
出
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
道
路
に
置
い
て
あ
る
も
の
は

撤
去
し
て
く
だ
さ
い
！

　
歩
道
な
ど
へ
乗
入
れ
る
た
め
の
『
歩
み

板
』
や
道
路
に
置
い
て
あ
る
物
は
、
除
雪

◆
路
上
駐
車
は
や
め
て
く
だ
さ
い
！

◆
自
宅
前
は
自
分
で

除
雪
し
て
く
だ
さ
い
！

車
が
引
っ
か
け
て
周
囲
の
物
を
壊
し
て
し

ま
う
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
路
上
駐
車
は
や
め
て
く
だ
さ
い
！

　
路
上
駐
車
部
分
の
除
雪
が
で
き
ず
に
、

道
幅
が
せ
ま
く
な
り
ま
す
。
交
通
渋
滞
や

事
故
の
原
因
と
な
る
ほ
か
、
除
雪
作
業
が

遅
れ
る
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
絶
対
に
や

め
て
く
だ
さ
い
。

◆
自
宅
前
は
自
分
で

除
雪
し
て
く
だ
さ
い
！

　
除
雪
車
が
通
っ
た
後
は
ど
う
し
て
も
雪

が
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
通
勤
や
通
学
時

間
帯
ま
で
に
交
通
確
保
す
る
た
め
、
沿
道

一
軒
一
軒
の
出
入
り
口
除
雪
や
各
家
庭
の

時
間
帯
に
合
わ
せ
た
作
業
を
行
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
ご
自
宅
前
の
除
雪
に
大
変
苦
労
さ
れ
て

◆
道
路
に
雪
を

捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
！

◆
雪
捨
て
で
上
げ
た
側
溝
の
ふ
た
は

す
ぐ
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
！

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
年
寄
り
世
帯
等
の
除
雪
に
つ

い
て
は
、
近
隣
で
の
ご
協
力
に
よ
る
除
雪

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
道
路
に
雪
を

捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
！

　
道
路
に
雪
を
捨
て
ら
れ
る
と
、
交
通
の

支
障
と
な
り
事
故
の
原
因
と
な
る
場
合
が

あ
り
大
変
危
険
で
す
。
絶
対
に
捨
て
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　
排
雪
の
際
は
、
市
指
定
の
雪
捨
て
場
を

利
用
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
雪
捨
て
で
上
げ
た
側
溝
の
ふ
た
は

す
ぐ
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
！

　
歩
行
者
の
転
落
や
、
車
が
脱
輪
し
て
し

ま
う
な
ど
の
重
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

作
業
後
す
ぐ
に
元
ど
お
り
に
戻
し
て
く
だ

さ
い
。

問

【個人住民税の特別徴収とは】
　給与支払者が所得税の源泉徴収と同様に、毎月従業
員に支払う給与から住民税（市町村民税＋県民税）を
徴収（天引き）し、納税義務者である各従業員に代わっ
て、一括して市町村に納入していただく制度です。
【納税の負担感が激減します】
　特別徴収にすると従業員一人一人が金融機関に
納めに行くなどの手間が無くなり、１年分の納税
額を12回に分けるので、普通徴収（年４回）で納
めるより、１回あたりの納税額が少なくなります。
【原則は特別徴収】
　地方税法及び各市町村の条例により、給与を支
払う事業主は原則として、すべて特別徴収義務者
として住民税を特別徴収していただくことになっ
ています。
　　秋田県総務部税務課　☎018‐860‐1153
　　北秋田市税務課　☎62‐1116

　まだ実施されていない事業主の方は、各従業員の
住所地の市町村税務課に連絡のうえ、従業員の住民
税の特別徴収を行っていただくようお願いします。

《事業主の方に行ってもらうことは》
主に下記の３つです。
○毎月の給与から市町村が通知した税額を徴収。
○徴収額を徴収した翌月の10日まで納入。
○従業員の就職・退職があれば市町村に連絡。

　特別徴収事務は、所得税のように税額の計算や
年末調整などを行う手間はかからず、難しいもの
ではありません。
　納税者の利便性向上のため、設けられている制
度ですので、ご理解と特別徴収の実施をお願いし
ます。

従業員の個人住民税の特別徴収を
実施していない事業主の方へ

秋田県は市町村と共同で個人住民税の特別徴収を推進しています秋田県は市町村と共同で個人住民税の特別徴収を推進しています秋田県は市町村と共同で個人住民税の特別徴収を推進しています

問
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問問

北秋田市民病院　☎62-7001

北秋田市民病院情報北秋田市民病院情報

問 　生活課環境班 ☎62-1110問

北秋田市
環境放射線量測定結果

　測定の結果、秋田県の通常レ
ベルを超える数値は観測されて
いません。

空間線量調査（11月12日測定）

※県の通常レベルは
　　　　　0.022 ～ 0.086

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合 川 庁 舎 前
　〃　森 吉 庁 舎 前
　〃　阿 仁 庁 舎 前
ｸﾘｰ ﾝ ﾘ ｻ ｲ ｸ ﾙ ｾ ﾝ ﾀ ｰ前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.06
0.05
0.06
0.06
0.06
0.05
0.05

測定結果

（単位：マイクロシーベルト毎時）

読書感想画
コンクール

北秋田市

読書感想文
作品募集

平成24年度

【読書感想文】
◆応募区分　▽小学校の部（３年生以上で学年ご
と）▽中学校の部（学年ごと）▽高校・一般の部
◆応募規定　読んだ本（作品）についての感想を
綴ってください。応募作品は未発表のもので１人
１点とします。ただし、教科書、雑誌は対象外。
◆字数及び用紙　400字詰原稿用紙を使用し、小
学校の部は原稿用紙３枚以内、その他の部につい
ては５枚以内とします。なお、一行目には題名、
次の行に学校名・学年及び氏名をお書きください。

◆応募資格　北秋田市に在住、在学、在勤する方
◆応募先　鷹巣図書館　北秋田市材木町２番３号
◆応募方法　読書感想文・感想画とも、応募票に必
要事項を記入の上、貼付してください。
★幼稚園・保育園児、小・中学生は、所属する園お
よび学校を通じて応募してください。　
★高校生、一般の方は、図書館と各公民館に応募用
紙がありますので、忘れずに貼付してください。

【読書感想画】
◆応募区分　▼幼稚園・保育園の部（年長児）
▼小学校の部（１・２年生で学年ごと）
◆応募規定　読んだ本（作品）についての感想
を絵に描いてください。応募作品は未発表のも
ので１人１点とします。ただし、教科書、雑誌
は対象外。
◆字数及び用紙　四つ切版の画用紙（色、縦・
横は自由）を用い、素材は自由（絵の具、クレ
ヨンなど）とします。
◆締切日　平成25年１月25日（金）
◆発表　所属する学校や園を通じて、また一般の応募
者には直接通知するとともに、市の広報等で発表します。
◆表彰及び表彰式　特選、入選、佳作に選ばれた方々
に、賞状と記念品を授与します。表彰式は、平成25
年２月23日（土）に文化会館で行います。
◎お問い合わせ
　鷹巣図書館（文化会館内）　☎62-3311

　農業用機械に使用する軽油の免税証交付申請の事前受付を行います
ので、交付を希望する方は必要書類を準備のうえ、申請してください。
　原則、期日以外は受付を行いませんので、交付を希望する場合は、
必ず事前受付をしてください

日時　平成25年１月11日(金)　10:00 ～ 11:30 ／ 13:00 ～ 15:30
場所　北秋田保健所（鷹巣阿仁福祉環境部）２階大会議室
　　　※秋田県北秋田地域振興局庁舎隣

軽油取引税免税（農業用）の交付申請を受け付けます

新規 更新 継続 書換交付申請に必要な書類等
免税軽油使用者証
機械の購入等証明書
免税軽油使用者証交付申請書
誓約書
秋田県証紙（400円）　※交付時
免税証交付申請書
農業委員会が交付する耕作証明書
免税軽油の引取り等に係る報告書
前年購入した軽油の納品書又は購入証明書
印鑑
未使用免税証（残券）

○
○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○
○

　　秋田県総合県税事務所北秋田支所　☎0186-49-2211
　　秋田県総合県税事務所課税第二課　☎018-860-3341
問 　　上下水道課業務班

　　☎72-3113
問

冬期間の水道に
　　関するお願い

お
知
ら
せ

　冬期間の寒波は水道の大敵
です。寒さの厳しい日や家を
留守にするときなどは、凍止
めをするなどの対策をお願い
します。
　また、月末の水道メーター
検針の際に、積雪や冬囲い、
屋根からの落雪、氷柱の危険
等によりメーターを確認でき
ないケースがあります。メー
ターまわりの除雪等にご協力
くださるようお願いします。

※旧鷹巣地区以外では、冬季
検針を実施していません

問

問

問
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お
知
ら
せ

問

市有財産を

　売却します

■入札参加受付
期間　12月３日（月）～12月14日（金）
時間　８:30～17:15（土日を除く）
■入札日
日時　12月18日（火）　10:00～
場所　市役所３階大会議室

【車両】　いすゞ　エルフ
（２トンダンプ）平成２年式
※部品取り車

　市が所有する財産を一般競争
入札で売却します。

申問　　　財政課管財班　☎62-6603

　詳しくは、市ホームページを
ご覧になるか、財政課管財班ま
でお問い合わせください。

問

消費者トラブルに巻き込まれたときは
なるべくお早めにご相談ください
北秋田市消費生活相談窓口（生活課 地域推進班内）

☎６２－６６２８
受付時間：月曜～金曜日（平日）

　　　　　８時30分～17時15分

【これまでの相談例】
①購入した商品に関するトラブルについて
②還付金詐欺や架空請求などの対処法について
③悪質商法による被害の予防または、被害回復について
④多重債務問題の解決について

　消費生活相談窓口では、消費活動
に伴うトラブルについての相談を受
け付けています。
　どうすればいいか困ったときや、
不審に思ったときは、一人で悩まずに消費生活相
談窓口へご相談ください。

消費生活に関する講座を開いてみませんか？
　市では、自治会や学校、自主グループの学習会
などへ出向いて、消費生活に関する講座を実施し
ます。希望される方はご連絡ください。

暖房器具、ホームタンクの
取り扱いに注意しましょう
　冬は暖房器具を使用する機会が増えます。今
一度、安全な取扱方法を確認し、火災や事故を
未然に防ぎましょう。

　　消防本部　☎62-1119問

▽暖房器具の上部には衣類等を干さないでく
ださい。また、暖房器具の周囲には、燃えや
すい物や缶スプレー等を置かないでください。
▽就寝時や外出時の際は、暖房器具の火を消
しましょう。
▽暖房器具を長時間使用する場合は、定期的
に換気をしましょう。

暖房器具暖房器具

▽ホームタンク本体や配管に損傷はないか確
認しましょう。
▽ホームタンクからの小分け中は、その場を
離れないようにしましょう。

ホームタンクホームタンク

鷹巣地区
　鷹巣中央保育園
　鷹巣東保育園
（私）南鷹巣保育園
（私）七日市保育園
（私）綴子保育園
合川地区
　あいかわ保育園
森吉地区
　米内沢保育園
　前田保育園
阿仁地区
　阿仁合保育園
　大阿仁保育園

大町2-30
栄字太田新田43-2
脇神字高村岱140
七日市字石倉岱18
綴子字大堤26-1

李岱字下豊田１

米内沢字御嶽84-1
阿仁前田字下川端101-1

阿仁銀山字上新町71-1
阿仁幸屋渡字前野7-19

☎62-2630
☎62-2254
☎62-1140
☎66-2054
☎62-0786

☎78-9030

☎72-4020
☎75-2316

☎82-3113
☎84-2109

幼 稚 園幼 稚 園
たかのす幼稚園 坊沢字善千鳥坂17 ☎62-2613

鷹巣地区

■対象となるお子さん　おおむね生後３カ月から５
歳までで、両親が共働きなどの事情で家庭で保育で
きないお子さんです
■受付期間　12月３日（月）～ 12月14日（金）
■申込窓口　福祉課こども福祉班、各総合窓口セン
ター、各保育園（入園申込書は各窓口に備え付けています）
※他の市町村の保育園に入園を希望する場合は、福祉課
こども福祉班へ申込みください
■入園について　入園の可否については、先着順で
はなく申込期間内に受付したものを取りまとめ、審
査の上決定します。期間を過ぎた申込は希望に添え
ない場合があります

■募集人数　30人
■募集区分　４歳児（平成20年４月２日から平成21年
４月１日までの出生児）※５歳児も合わせて募集します
■受付期間　12月３日（月）～12月21日（金）
■申込方法　所定の書類に記入の上、たかのす幼稚
園に提出してください（所定の書類は幼稚園及び市教育
委員会総務課に備え付けています）
■選考方法　(イ)書類選考（ロ)面接選考（ハ)身体検
査などの方法により、平成25年２月下旬までに入園
決定を保護者に通知します

　　福祉課こども福祉班　☎62-6638／合川総合窓
口センター　☎78-2112／森吉総合窓口センター　
☎72-3115 ／阿仁総合窓口センター　☎82-2112

保 育 園保 育 園

問

問　　認定こども園しゃろーむ　☎62-1249

◆認定こども園しゃろーむ
　引き続き、園児を募集しています。
※１歳児、２歳児については定員を満たしています

　　たかのす幼稚園　☎62-2613問

平成25年度平成25年度平成25年度平成25年度

南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13-2 
簡易耐火２階建２ＤＫ　月額10,100～15,800円
木造平屋１戸建３ＤＫ　 月額11,700～18,400円
トイレ:汲取　給湯:無　浴室:浴槽無 
明田団地･･･福田字明田43★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額10,900～15,400円 
トイレ:水洗　給湯:無　浴室:浴槽無 
東裏簡二団地･･･阿仁水無字畑町東裏49-1 
簡易耐火２階建２ＤＫ　月額10,500～20,700円 
トイレ:水洗　給湯:無　浴室:浴槽無 
三両団地･･･阿仁水無字寺後1-5★ 
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額10,500～20,600円 
トイレ:水洗　給湯:無　浴室:浴槽有 
上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏4-6★ 
木造２階建２戸建３ＬＤＫ　月額16,400～32,300円 
トイレ:水洗　給湯:無　浴室:浴槽有 
上杉団地･･･上杉字上屋布岱61-47★ 
木造平屋１戸建４ＬＤＫ　月額47,000～80,000円
トイレ:水洗　給湯:有　浴室:ユニットバス 
諏訪岱団地･･･米内沢字諏訪岱33-1★
木造２階１戸建３ＬＤＫ　月額50,000～70,000円
トイレ:水洗　給湯:有　浴室:ユニットバス 
サンコーポラスなかたい住宅･･･鷹巣字東中岱51-1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ　月額43,100円
トイレ：水洗　給湯：無　浴槽：有　（共益費800円）

市営住宅
入居者募集

【現地案内の日時】12月６日（木）又は７日（金）
　▽森吉地区　 9:00～　▽阿仁地区　11:00～　
　▽鷹巣地区　13:30～　▽合川地区　15:30～

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

※★印の住宅は単身入居できません
※南鷹巣団地平屋建には、加齢や身体の障害等によ
り、階段の昇降に支障がある方の入居に限ります

※ご希望の方は希望日の前日までに電話等でお申込いた
だき、当日は住宅所在地の庁舎ホールにお越し願います

　　都市計画課都市計画住宅班　☎72-5246問

【入居資格】
・収入基準を満たし、市税等を滞納していないこと
・住宅に困窮していることが明らかなこと
【敷金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金）
【受付期間】　12月３日（月）～12日（水）土日除く
【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／合川総
合窓口センター／阿仁総合窓口センター
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日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

曜
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

電話番号
62－7001
63－0515
62－2261
72－4501
82－2351
63－2700
60－1055
62－7001
62－1146
62－2882
69－5300
62－1400
69－7311
62－1155
62－2261
60－1055
62－1101
72－4501
63－0105
82－2351
63－0515
62－1400
63－2700
62－2882
62－1146
62－7001
69－7311
62－1155
62－1101
63－0105
62－7001

医 療 機 関 名
北 秋 田 市 民 病 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
津 谷 内 科
米 内 沢 診 療 所
阿 仁 診 療 所
たむら内科クリニック
うえだクリニック
北 秋 田 市 民 病 院
奈 良 医 院
藤 原 医 院
毛利整形外科クリニック
石川耳鼻咽喉科医院
児玉内科クリニック
近 藤 医 院
津 谷 内 科
うえだクリニック
盛 岡 外 科 医 院
米 内 沢 診 療 所
佐々木産婦人科医院
阿 仁 診 療 所
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
石川耳鼻咽喉科医院
たむら内科クリニック
藤 原 医 院
奈 良 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
児玉内科クリニック
近 藤 医 院
盛 岡 外 科 医 院
佐々木産婦人科医院
北 秋 田 市 民 病 院

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する方で
す。仕事や職場の都合で夜間診療を受ける場合は、
診療に応じかねます。
▼往診はしていません。年齢・病気の病状にかか
わらず事前に当番医へ電話等でご相談ください。

夜間当番医 （　）日程表夜間
診療

（診療時間 18：30～ 21：00）
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北秋田市民病院

◎土曜、日曜、祝祭日は全科休診
☎62-7001

◎休診や診療変更となる場合もあります
（☎は24時間受付）
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▼12月の休診日
休診日＝12日（水）

（耳鼻咽喉科）

午後休診日＝10日（月）、28（金）
※年末年始については32頁をご覧ください

100歳おめでとうございます！100歳おめでとうございます！

藤嶋 正夫さん　（木戸石）
大正元年11月16日生まれ

入所している『だんらんハウ
スあいかわ』で祝品贈呈式が
行われました（11月16日）

（ 　
森
吉
山
ダ
ム
広
報
館
の
休
館

　

森
吉
山
ダ
ム
広
報
館
を
冬
期
間
、休

館
し
ま
す
。

期
間　
12
月
１
日（
土
）〜
３
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人口と世帯数
※10月31日現在住民基本台帳による

総人口 36,157人（24人減）【170人（４人増）】
　男　 16,903人（21人減）【 18人（２人増）】
　女　 19,254人（３人減）【152人（２人増）】
　出生 20人【０人】　　転入 45人【６人】
　死亡 43人【０人】　　転出 46人【２人】
世帯数  14,491世帯（10世帯減）【164世帯】
※【　】は、うち外国人住民、（　）は前月比

12
月
の
休
館
日

■
鷹
巣
図
書
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☎
62‐

３
３
１
１

■
森
吉
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書
館 

☎
72‐

３
１
９
２

（
５
、12
、16
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、23
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、29
〜
１
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３
日
）

■
ひ
ま
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４
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５

（
３
、
10
、
17
、
25
日
）

○北秋田市コンベンションホール四季美館

変更開館時間　9:00 ～ 18:00（変更前９:00 ～ 21:00）
※但し、予約していただければ18時～ 21時までの利用も今
まで通り可能です（当日の17時までに予約してください）
○レストラン「かたりべ」（四季美館内）

変更営業時間　11:00 ～ 14:30（変更前11:00 ～ 20:00）

施設の開館時間、営業時間の変更について施設の開館時間、営業時間の変更について

　　コンベンションホール四季美館　☎75-3939問

実施期間　12月１日～３月31日コンベンションホール四季美館コンベンションホール四季美館

問
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（問）阿仁スキー場　☎８２-３３１１（問）阿仁スキー場　☎８２-３３１１
ホームページ　http://www.aniski.jp/ホームページ　http://www.aniski.jp/

森吉山の樹氷

■樹氷総合案内所
　１月12日（土）～
　　　　３月10日（日）

ゴンドラ・リフト料金
１日券（おとな）

（シニア）

一般 市民
3,400円
2,400円

2,600円
1,800円

（小学生） 1,500円

おとな往復券
小学生往復券

1,600円
 850円

1,300円
 700円

市民一般ゴンドラ料金

大館能代空港利用者へ大館能代空港利用者へ

助成金を交付します助成金を交付します

助成金（片道）2,500円助成金（片道）2,500円

年末年始のご案内（市役所・各施設等）
　市役所・各窓口センターでの各種証明書等の年内の交付手続きは、１２月２８日（金）まで
に済まされるようお願いします。「　」は休みの日です。それ以外は平常業務となります。

１２月
28日
（金）

29日
（土）

30日
（日）

31日
（月）

1日
（火）

2日
（水）

3日
（木）

１月
4日
（金）

●休●休 ●休 ●休 ●休

●休 ●休 大 太 鼓
叩き初め

無休（営業時間等は各施設へお問い合わせください）

施設の名称等

●休

●休 ●休 ●休 ●休 ●休 ●休

●休 ●休 ●休 ●休 ●休●休

●休 ●休 ●休 ●休 ●休 ●休市役所／分庁舎／各地区総合窓口センター
中央公民館／合川公民館／森吉公民館／阿仁公民館／
各地区公民館／文化会館／鷹巣図書館／森吉図書館／
みちのく子供風土館／交流センター／浜辺の歌音楽館
各地区体育館／市民プール／阿仁異人館・伝承館
北秋田市民病院
大太鼓の館
四季美館
湯の岱温泉
クリーンリサイクルセンター
鷹巣斎場・清幸苑
鷹巣埋立地最終処分場
長下処分場
し尿の汲み取り（年内収集の申込みは21日まで）
ひまわりの家
クウィンス森吉／森吉山荘／打当温泉マタギの湯

●休 ●休 ●休

●休 ●休

●休 ●休 ●休 ●休 ●休

●休 ●休 ●休 ●休

●休 ●休

●休

●休
●休

●休
●休

●休 ●休 ●休

無休

●休

●休●休

補助対象期間
12月１日～平成25年３月31日

市民限定市民限定

■対象者　搭乗する日において北秋田市に
住所を有する方
■申請の期限　搭乗した日（往復の場合は
復路）から起算して30日以内
■申請書類　補助金交付申請書／搭乗券
■申請先　生活課又は各総合窓口センター
※一部、株主優待割引運賃など助成の対象
にならない航空券もあります。詳しくは、お
問い合わせください

◆営業時間　8:30～16:00

◆ゴンドラ運行時間

　9:00～16:00（下り最終15:30）

（問）商工観光課観光振興班　☎72-5243
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